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生物化学分野 
（１）植物の光応答性遺伝子の発現を調節する光シグナル伝達機構を解析した。まず、cGMPにより発現が誘

導される遺伝子として数種の新たな遺伝子を同定した。また、ダイズフラボノイド合成系酵素の遺伝子の

多くが cGMP、NO、白色光照射により誘導されることを明らかにした。このうち、カルコン還元酵素遺伝

子のプロモーター解析を行い、cGMP応答性シス配列を含む領域を特定した。 
（２）ダイズ early light-inducible protein（ELIP）遺伝子の紫外線応答機構を転写レベルで解析した。特にELIP

プロモーター中の紫外線応答性シス配列を同定した。さらに、このシス配列に結合する転写因子をクロー

ニングし、DNAとの結合を詳細に解析した。 
（３）植物遺伝子のNOによる発現調節とNOシグナル伝達機構を解析した。cGMPおよびNOに応答して発

現調節されるシロイヌナズナの遺伝子を網羅的に解析した。いくつかのNO応答性遺伝子のプロモーター

解析を行った。また、ダイズSB-P 培養細胞のNO 処理により細胞内 cGMP 含量が増加することを明らか

にした。さらに、ダイズ子葉をNO処理することによりイソフラボンの蓄積を認めた。 
（４）シロイヌナズナのヘテロ三量体Gタンパク質（Gα, GPA1）と相互作用するタンパク質（GIP1）を大腸

菌で発現、精製し、GPA1とGIP1の in vitroでの相互作用を詳細に解析した。GIP1の酵素活性がGαとの

相互作用により阻害されることを明らかにした。 
（５）植物遺伝子の組織特異的発現機構の解明を目的に、果実特異的に発現する遺伝子（メロンのククミシン）

のプロモーター中のシスエレメントに結合する転写因子の cDNAをクローニングした。また、異種有用タ

ンパク質を果実に発現する形質転換植物の作成を目的として、ククミシン遺伝子プロモーターとレポータ

ー遺伝子の融合遺伝子をトマトに導入し、果実特異的発現に成功した。ククミシンプロモーターはトマト

においても種子周辺組織特異的に発現し、遺伝子発現の組織特異性が種を超えて保存されていることを明

らかにした。 
（６）メロン由来のセリンプロテアーゼ、ククミシンの前駆体中のプロ配列を大腸菌で発現、精製し、プロ配

列がククミシン成熟酵素の活性を強く阻害することを明らかにした。また、阻害活性とプロ配列の一次お

よび二次構造の相関を詳細に解析し、阻害に必要なプロ配列中の領域を同定して植物セリンプロテアーゼ

プロ配列の自己阻害機能を初めて明らかにした。 
（７）イネ種子二機能性酵素インヒビターを大腸菌で発現、精製し、インヒビターが微生物起源のプロテアー

ゼとα-アミラーゼを阻害すること、およびその阻害機構を報告した。 
（８）低温域で高い活性を示す酵素（低温活性酵素）の構造と機能の相関を探るため、好冷菌よりタンパク質

チロシンホスファターゼなど複数種の酵素の遺伝子をクローニングし、大腸菌での発現・精製系を確立し

た。低温酵素の酵素的特性を導く構造的要因を触媒部位近傍の疎水性部位に着目し部位特異的変異導入法

により解析して報告した。 
（９）30 種ある葉緑体コードtRNAが光や栄養条件、各種阻害剤に対してmRNAとは異なる独自の応答性を示

し、さらにtRNA分子間でも差があることを明らかにした。葉緑体においてtRNAがテトラピロール合成や

タンパク質合成の動的律速因子であることを環境条件や各種阻害剤を用いてさらに追証し、PTカップリン

グ機構（色素体におけるproteinとtetrapyrrole合成の共役）を明らかにした。 
（１０）植物ゲノム上には、葉緑体で tRNA-Gln にグルタミンを直接アミノアシル化する酵素がなく、GluRS

によってミスアミノアシル化されたGlu-tRNAGlnのトランスアミデーション反応を行うと予測されるGat
タンパク質群をクローン化しその発現精製系を構築した。またこれら遺伝子産物の細胞内局在性が葉緑体

であることの確認、過剰発現株の明暗応答不全による黄化現象を明らかにした。 
（１１）シロイヌナズナT87培養細胞を培地にショ糖を含まない独立栄養条件下で培養する方法を確立し、こ

の T87auto が良好な光合成活性と遺伝子の光応答性を示すことを確認した。この系を用いて葉緑体精製に

成功する一方、葉緑体物質生産のモデル系として活用を始めた。 
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（１２）色素体T7ファージ型RNAポリメラーゼRPOTp、RPOTmpの欠失変異体を確立し、形態、光合成活

性、遺伝子発現プロファイル等に対する影響を解析し、葉緑体分化と機能維持における生理的重要性を明

らかにした。また SIG2 依存的 tRNA-Glu の発現によって RPOTp の転写活性が抑制されたことから、

tRNA-Gluの第三機能を介したNEPからPEPへのスイッチングモデルを提唱した。 
（１３）葉緑体転写系と相関する因子を探索し複数のPPRおよびスプライシングファクターホモログの関与と

機能を明らかにした。 
（１４）テトラピロール合成系のALADについて過剰発現株における可逆的サイレンシングによるALA蓄積

を示唆する一方、精製酵素の生化学的諸性質を明らかにした。 
（１５）昆虫の神経ペプチドの分泌機構を解析するために、低分子量GTP結合タンパク質である rabの cDNA

をカイコからクローニングし、大腸菌で発現させた。発現 rab タンパク質は、GDP/GTP と結合し、プロ

テインキナーゼによりリン酸化された。 
（１６）DNA のメチル化は、発生、分化に深く関わっている。メチル化関連タンパク質の内、メチル化され

たDNAに結合するタンパク質の cDNAをカイコから分離し、大腸菌でタンパク質を発現し、その機能を

明らかにした。 
（１７）薬物代謝酵素であるP450の cDNAを大腸菌で発現させた。P450を発現した大腸菌は、エトキシクマ

リン、ステロイドなどの各種薬物を生物変換した。 
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タンパク質発現システムの構築と応用.  神戸大
学 VBL アドバンストテクノロジーフォーラム. 
(f) 

野木 貴祐、横山 輝之、宇野 和秀、金丸 研吾、
山形 裕士(2005.11)：ダイズELIP 遺伝子の青色
光／UV-A 応答性発現を調節するシスエレメン
ト. 神戸大学 VBL アドバンストテクノロジーフ
ォーラム. (f) 

清田真希、関本佳世子、稲垣良作、伊藤滋一、金地
通生、宇野知秀、山形裕士, 金丸研吾 (2005.11)：
葉緑体物質生産系にむけた T87 培養細胞の独立
栄養法の確立.  神戸大学 VBL アドバンストテ
クノロジーフォーラム. (f) 

松下亨，中川真隆，吹田憲治，金丸研吾，高津正久，
守安正恭，山形裕士 (2005.11)：葉緑体 DNA 分
析によるケシ科植物の識別、日本法科学技術学

会第11回学術集会（大阪）． 
一林久雄、稲垣良作、伊藤滋一、金地通生、櫻井望、

鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、山形裕士、金
丸研吾 (2005.12)：シロイヌナズナ T7 ファージ
型 RNA ポリメラーゼ RpoT;2(RpoTmp)の機能解
析．第28回日本分子生物学会(福岡), 講演要旨集, 
p. 449. (f) 

山形裕士、金丸研吾(2005.12)：トランスジェニック植
物による有用タンパク質の大量生産. 神戸大学
産学官民連携フォーラム2005. (f) 

金丸研吾、一林久雄、稲垣良作、伊藤滋一、金地通
生、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、
山形裕士 (2006.3)：シロイヌナズナT7ファージ
型 RNA ポリメラーゼ RpoT;2 の機能解析．日本
植物生理学会2006年度年会（つくば）講演要旨
集, p. 146 . (f)  

小原達矢、清田真希、伊藤滋一、稲垣良作、吹田憲
治、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、
金丸研吾、山形裕士 (2006.3)：NO及び cGMPに
よって発現が調節されるシロイヌナズナ遺伝子
の網羅的解析．日本農芸化学会大会2006年度大
会（京都）要旨集 p.189. (f) 

吹田憲治、三井麻衣子、宇野知秀、金丸研吾、山形
裕士 (2006.3)：ダイズフラボノイド合成系酵素遺
伝子の発現調節における cGMP と NO の機能相
関．日本農芸化学会大会2006年度大会（京都）
要旨集 p. 189. (f) 

中川真隆、上山恵、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士 
(2006.3)：ククミシンプロ配列の自己阻害活性．
日本農芸化学会大会2006年度大会（京都）要旨
集 p. 31. (f) 

岩木亜樹、金地通生、鈴木秀幸、柴田大輔、岡田秀
樹、鈴木貴也、岩井一弥、宇野知秀、山形裕士、
金丸研吾 (2006.3)：葉緑体Glu-tRNA合成酵素と
ALA デヒドラターゼの発現と機能の解析．日本
農芸化学会大会2006年度大会（京都）要旨集 p. 
34. 

伊東鎮、宇野知秀、 中尾淳史、増田智子、 谷口雄
規、 金丸研吾、 山形裕士、大野清春、今石浩
正 (2006.3)：チトクロームP450 を用いたバイオ
コンバージョン．日本農芸化学会大会2006年度
大会（京都）要旨集 p. 156. (f) 

Inagaki, R., Pak, P., Tsukaya, H., Kanechi, M., Itoh, S., 
Yanagida, K., Sakurai, N., Suzuki, H., Shibata, D., 
Uno, T., Yamagata, H., and Kanamaru, K., (2006.6)：
Function of T7 phage-type RNA polymerases in 
Arabidopsis (1):RpoTp (RpoT;3)．The 53rd NIBB 
Conference "Dynamic Organelles in Plant".  
Abstracts, p. 103. (f) 

Ichibayashi, H., Inagaki, R., Pak, P., Kanechi, M., Itoh, S., 
Sakurai, N., Suzuki, H., Shibata, D., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K., (2006.6)：Function 
of T7 phage-type RNA polymerases in Arabidopsis 
(2) : RpoTmp (RpoT;2)．The 53rd NIBB Conference 
"Dynamic Organelles in Plant", Abstracts, p. 105. (f) 

Nakagawa, M., Ueyama, M., Uno, T., Kanamaru, K., and 
Yamagata, H., (2006.6)：Pro-region of cucumisin 
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precursor acts as a potent inhibitor of cucumisin.  
20th IUBMB International Congress of Biochemistry 
and Molecular Biology. (Kyoto), Abstracts, p. 184. (f) 

Kanamaru, K., Inagaki, R., Ichibayashi H., Uno, T., Shibata, 
D., Yamagata, H., (2006.6) ： Correlative and 
compensatory function of heterologous transcription 
systems in plastids. 20th IUBMB International 
Congress of Biochemistry and Molecular Biology. 
(Kyoto), Abstracts, p. 219. (f) 

Nakata, T., Nakao, A., Yamagata, H., Kanamaru, K., and 
Uno, T., (2006.6)：Cloning of cDNAs for Rab proteins 
from the brain of Bombyx mori and phosphorylation 
of their proteins expressed in Escherichia coli. 20th 
IUBMB International Congress of Biochemistry and 
Molecular Biology. (Kyoto), Abstracts, p. 412. (f) 

Iwaki, A., Okada, H., Kanechi, M., Suzuki, H., Shibata, D., 
Iwai, K., Suzuki, H., Uno, T., Yamagata, H., and 
Kanamaru, K., (2006.8)：Characterization of plastidic 
glutamyl -tRNA synthetase and ALA dehydratase in 
Arabidopsis.  11th IUPAC (Kobe), Abstracts, p. 62. 
(f) 

Suita, K., Mitsui, M., Uno, T., Kanamaru, K. and Yamagata, 
H. (2006.11): Regulation of gene expression of 
soybean flavonoid-biosynthetic enzymes by cGMP。
Kobe University Frontier Technology Forum. –Nano- 
and Photonics- Technology in Innovation-.(f) 

Amao,  M., Iwaki, A. Kiyota, M., Takahara, E., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K. (2006.11): Basis and 
application of expression of two 5’-ALA related 
enzymes in plants.  Kobe University Frontier 
Technology Forum. –Nano- and Photonics- 
Technology in Innovation-.(f) 

Inagaki, R., Itoh, S., Ichibayashi, H., Yanagida, K., Uno, T., 
Yamagata, H., and Kanamaru, K. (2006.11): 
Molecular function of a T7 phage-type RNA 
polymerase in chloroplasts.  Kobe University 
Frontier Technology Forum. –Nano- and 
Photonics-Technology in Innovation-. (f) 

中川真隆、上山恵、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士
（2006.12）:ククミシンプロ配列の自己阻害に重
要な領域. 神戸大学研究基盤センター若手フロ
ンティア研究会2006概要集、P10. (f) 

北村元嗣、柳田一樹、宇野知秀、山形裕士、金丸研
吾（2006.12）: 葉緑体 tRNAの動的な発現調節と
その分子機構. 神戸大学研究基盤センター若手
フロンティア研究会2006概要集、P27. (f) 

伊藤滋一、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2006.12）:
高等植物 tRNA トランスアミデーション酵素の
機能解析. 神戸大学研究基盤センター若手フロ
ンティア研究会2006概要集、P28. (f) 

中田拓哉、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2006.12）:
カイコ脳に存在する Rab タンパク質の機能解析.
神戸大学研究基盤センター若手フロンティア研
究会2006概要集、P32. (f) 

金丸研吾（2007.1）ヘテロ転写系を介した葉緑体分化
と機能発現の調節．名古屋大学大学院生命農学
研究科公開セミナー 

山形裕士 (2007.1): 果実を用いたタンパク質大量生
産. 神戸大学東京フェア 

中川真隆 宇野知秀 金丸研吾 山形裕士
（2007.3）：ククミシンプロ配列の自己阻害活性
に重要な領域. 2007年度日本農芸化学会（東京） 

奥山慎也、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.3）:
ククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の解析
と果実の形質転換への応用. 2007 年度日本農芸
化学会（東京）. (f) 

伊藤滋一、櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、
山形裕士、金丸研吾（2007.3）: 高等植物におけ
る tRNA トランスアミデーション酵素の発現と
機能解析. 2007年度日本農芸化学会（東京）. (f) 

吹田憲治、三井麻衣子、宇野知秀、金丸研吾、山形
裕士（2007.3）: 光シグナル、cGMP および NO
によるダイズフラボノイド合成系酵素遺伝子群
の発現調節. 日本植物生理学会2007年度年会（松
山）. (f) 

稲垣良作、朴杓允、金地通生、塚谷裕一、柳田一樹、
櫻井望、鈴木秀幸、柴田大輔、宇野知秀、山形
裕士、金丸研吾（2007.3）: シロイヌナズナ T7
ファージ型RNAポリメラーゼRpoTp（RpoT;3）
欠損株の解析. 日本植物生理学会 2007 年度年会
（松山）. (f) 

北村元嗣、柳田一樹、宇野知秀、山形裕士、金丸研
吾（2007.3）: 葉緑体 tRNA は動的に発現調節さ
れている. 日本植物生理学会 2007 年度年会（松
山）. (f) 

岡本聡太、宇野知秀、増田智子、伊東鎮、桝井孝一、
山本高明、佐々木彩子、中西昭二、小野雄 
介、堀本智仁、金丸研吾、山形裕士、今石浩正
（2007.3）: 高等生物の P450 大腸菌発現系を用
いたバイオコンバージョンシステムとその応用. 
日本薬学会2007年度会（富山）. (f) 

森脇 翼，中田拓哉，宇野知秀，金丸研吾，山形裕
士（2007.4）:カイコGTP結合タンパク質（Rab）
の機能解析. 日本蚕糸学会第77回大会. (f) 

天尾雅、金丸研吾(2007.10): シロイヌナズナ ALAD1
過剰発現体の解析. 特定領域研究「植物の環境応
答戦略としてのオルガネラ分化」第 3 回若手ワ
ークショップ(瀬戸) P3 

Kanamaru, K. (2007.10): Chloroplast gene expression and 
its effect on whole plant function.  Kobe University 
Frontier Technology Forum 2007 Satellite Workshop 
"Dynamics of Biological Networks in and around 
Plant Cells" P5 

Aoki, M., Uno, T., Kanamaru, K., and Yamagata, H. 
(2007.11): Cloning and characterization of soybean 
GmGT-1 that binds to a light-responsive cis-element 
in ELIP promoter.  Kobe Univ. Frontier Technology 
Forum 2007, P17. (f) 

Li, T., Uno, T., Yamagata, H., and Kanamaru, K. (2007.11): 
Development and characterization of photo-autophilic 
Arabidopsis cultured cells. Kobe Univ. Frontier 
Technology Forum 2007, P18. (f) 

Moriwaki, T., Nakada, T., Uno, T., Kanamaru, K., and 
Yamagata, H. (2007.11): Small GTP binding proteins; 
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Rab GTPases from Bombyx mori.  Kobe Univ. 
Frontier Technology Forum 2007, P19. (f) 

金丸研吾（2007.12）:植物色素体ヘテロ転写系の機能
および細胞統御との関連性．東京工業大学大学
院生命理工学研究科公開セミナー 

中川真隆、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:
ククミシンプロ配列の二次構造と自己阻害活性
の相関. 神戸大学研究基盤センター若手フロン
ティア研究会2007概要集、P50. (f) 

奥山慎也、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:
果実特異的遺伝子発現機構の解析と果実を用い
たタンパク質発現システムの開発. 神戸大学研
究基盤センター若手フロンティア研究会2007概
要集、P51. (f) 

奥井里依、宇野知秀、金丸研吾、山形裕士（2007.12）:
植物三量体 G タンパク質と相互作用するタンパ
ク質の解析. 神戸大学研究基盤センター若手フ
ロンティア研究会2007概要集、P52. (f) 

李棟梁、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2007.12）:
緑色培養細胞の光独立栄養培養法の改良と細胞
特性の解析．神戸大学研究基盤センター若手フ
ロンティア研究会2007概要集、P63. (f) 

天尾雅、宇野知秀、山形裕士、金丸研吾（2007.12）: 
シロイヌナズナ 5’-ALA デヒドラターゼの生理
機能および酵素学的性質の解析. 神戸大学研究
基盤センター若手フロンティア研究会2007概要
集、P64. (f) 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

修士（平成17年3月） 
東礼奈：果実特異的遺伝子発現を調節するエンハン

サー因子のクローニングと特性解析  
岩永陽介：脊椎動物に存在するメチル化DNA結合蛋

白質（MeCP2）の生化学的解析 
出口正揮：イネ種子二機能性インヒビター（RASI）

の大腸菌における発現と特性解析 

中川真隆：植物の光応答性遺伝子の発現を調節する
シグナル伝達因子の機能解析 

森下愛：植物の光シグナル伝達機構の遺伝学的、生
化学的解析 

柳田一樹：高等植物葉緑体 tRNAの発現制御解析 

修士（平成18年3月） 
一林久雄：シロイヌナズナT7ファージ型RNAポリ

メラーゼRpoT;2の機能解析 
岩木亜樹：葉緑体グルタミル tRNA合成酵素とALA

デヒドラターゼの発現と機能の解析 
小原達矢：cGMPおよびNOにより発現が調節される

シロイヌナズナ遺伝子の網羅的解析 
葛馬千里：マウスメチル化DNA結合蛋白質（MeCP2）

と相互作用する蛋白質の解析 
清田真希：シロイヌナズナT87細胞の光独立栄養培

養法確立と細胞特性の解析 
中尾淳史：マウス肝チトクロームP450を用いた新規

化合物の合成 
野木貴祐：ダイズELIP遺伝子の青色光/UV-A応答性

発現に関わるシスエレメント 
野村由佳：カイコのメチル化DNA結合蛋白質の機能

解析 
古市守：ククミシン遺伝子の果実特異的発現機構の

解析とその応用 
修士（平成19年3月） 
伊藤滋一：シロイヌナズナGatABCホモローグの機

能解析 
稲垣良作：シロイヌナズナ色素体T7ファージ型RNA

ポリメラーゼの機能解析 

中田拓哉：カイコ低分子量GTP結合蛋白質(rab)の機
能解析 

増田智子：大腸菌で発現したチトクロームP450を用
いたバイオコンバージョン 

 
 
4．その他の学術研究活動 

研究助成金

科研費基盤研究（B），山形裕士：植物の光シグナル
伝達因子の同定とシグナル伝達ネットワークの
解析，（代表、平成16− 18年） 

不二たん白質研究振興財団、平成 16 年度研究助成、
山形裕士：ダイズフラボノイド合成系酵素遺伝
子の cGMPによる発現調節機構の解析 

積水化学「自然に学ぶものづくり研究助成プログラ
ム」、山形裕士：果実に学ぶタンパク質の大量生
産（平成16年） 

平成16年度神大VBL研究プロジェクト, 金丸研吾：
フォト受容色素クロロフィルの産生量を改善し
たシロイヌナズナ培養細胞系の開発 

平成16年度神大VBL学内共同研究, 一林久雄、金丸
研吾：オルガネラナノマシンNEPのフォトシグ
ナル制御 

科研費特定領域研究「オルガネラ分化」, 金丸研吾：
ヘテロ転写系の相関制御による色素体分化プロ
セスと環境応答系の解明（公募、平成17-18年） 

平成17年度コスモ石油・誠和共同研究．金丸研吾：
ALAが葉緑体tRNAと関連因子等に及ぼす影響
の分子遺伝学的解析 

平成17年度神大VBL研究プロジェクト, 金丸研吾：
葉緑体転写装置の機能と遺伝子発現ネットワー
クのフォトシグナル制御 
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平成17年度神大VBL学内共同研究, 岩木亜樹、金丸
研吾：T87auto のフォトレスポンスと GluRS の
大量発現系への活用 

平成18年度神大VBL研究プロジェクト, 金丸研吾：
葉緑体の転写・翻訳系マシナリーの機能と制御 

平成18年度神大VBL学内共同研究, 森田浩之、金丸
研吾：5'アミノレブリン酸を大量蓄積する植物
体および培養細胞の確立と分子基盤確立 

不二たん白質研究振興財団、平成18年度研究助成「大
豆フラボノイド合成系酵素遺伝子のNO, cGMP

及び光による発現調節」 
科研費特定領域研究「オルガネラ分化」, 金丸研吾：

色素体ヘテロ転写系を中心とする分子機能相関
と統御機構（公募、平成19-20年） 

平成19年度神大VBL研究プロジェクト, 金丸研吾：
葉緑体の転写・翻訳反応を統御するナノマシン
群の機能解析 

科研費基盤研究（C），宇野知秀：昆虫の脳内に存在
する低分子量GTP結合蛋白質の解析，代表、平
成18− 19年）

 
学外研究機関との共同研究 
共同型協力研究（山形裕士）：兵庫県警察本部刑事部

科学捜査研究所、神戸薬科大学：法規制植物認
識のための DNA 型分析法の開発（平成 16 年 9
月30日− 平成18年9月30日） 

共同型協力研究（金丸研吾）：コスモ石油・誠和：ALA
が葉緑体 tRNA と関連因子等に及ぼす影響の分

子遺伝学的解析（平成17年8月24日-平成18年
3月31日） 

共同型協力研究（金丸研吾）かずさDNA研究所：シ
ロイヌナズナを用いた光等へのシグナル応答解
析（平成18年４月１日-平成20年3月31日）

 
国際協力

国際協力事業団：山形裕士：JICA アグロバイオテク
ノロジー研修コース講師及び個別研修 

国際協力事業団：金丸研吾：JICA アグロバイオテク
ノロジー研修コース講師及び個別研修

 
受賞

優秀ポスター賞：一林久雄：シロイヌナズナT7ファ
ージ型 RNA ポリメラーゼ RpoT;2 の機能解析。
若手フロンティア研究会 2005（神戸大学研究基
盤センター、平成17年12月22日） 

優秀ポスター賞：吹田憲治：シロイヌナズナT7ファ
ージ型 RNA ポリメラーゼ RpoT;2 の機能解析。
フロンティアフォーラム（神戸大学連係創造本
部、先端研究推進部門、平成18年11月8日） 

優秀ポスター賞：古市守：果実を用いたタンパク質
発現システムの構築と応用.（神戸大学VBLアド
バンストテクノロジーフォーラム. 平成17 年 11
月） 

優秀ポスター賞：野木貴祐：ダイズELIP遺伝子の青
色光／UV-A 応答性発現を調節するシスエレメ
ント. （神戸大学 VBL アドバンストテクノロジ
ーフォーラム. 平成17年11月） 

優秀ポスター賞：吹田憲治：Regulation of gene 
expression of soybean flavonoid-biosynthetic 
enzymes by cGMP 。 Kobe University Frontier 
Technology Forum. –Nano- and Photonics- 
Technology in Innovation-.（神戸大学連携創造本部
先端研究推進部門、平成18年11月） 

優秀ポスター賞：青木誠：Cloning and characterization of 
soybean GmGT-1 that binds to a light-responsive 
cis-element in ELIP promoter. Frontier Technology 
Forum 2007（神戸大学連携創造本部先端研究推進
部門、平成19年11月2日） 

優秀ポスター賞：奥山慎也：果実特異的遺伝子発現
機構の解析と果実を用いたタンパク質発現シス
テムの開発。若手フロンティア研究会 2007（神
戸大学研究基盤センター、平成19年12月18日）

 
学会活動 
日本農芸化学会関西支部評議員：山形裕士 
H18-19 神戸大学国際フロンティアテクノロジーフ

ォーラム実行委員：金丸研吾 
 

 
 
食品･栄養化学分野 
食品には栄養素ではないがヒトの体の機能に大きな影響を与える非栄養素成分が含まれている。当教育研究

分野では、基礎的研究として、これらの成分の体内動態および機能性について研究を行っている。また、応用

研究として、植物性未利用天然物の有効利用や機能性非栄養素成分を多く含む野菜や果物の開発研究を行って

いる。 

 



 

（１）食品成分の体内動態に関する研究では、実験動物に食品成分を経口投与し、血、尿、肝臓などの臓器中

における生体内濃度のモニタリングを行っている。また、ヒト結腸由来Caco-2細胞による小腸モデルを用い、

食品成分の吸収代謝形態や速度についての研究を行っている。このように生体内有効濃度を明らかにし、その

機能性研究へ基礎的データとして用いている。現在は、農医連携によりヒトでの体内動態に関する研究も行っ

ている。 

（２）非栄養素成分の機能性に関する研究では、特にがん予防研究を中心に生活習慣病予防に関する研究を行

っている。コンブに含まれるフコキサンチンの大腸がんおよび肝臓がん予防効果を実験動物および培養細胞を

用いた明らかにした。コーヒーなどの飲料に含まれるカフェインや、わさびイソチオシアネートとして知られ

る6-メチルスルフェニルイソチオシアネートの細胞増殖抑制活性を明らかにし、現在、その機序について研究

を行っている。 

（３）未利用天然物、特に植物性未利用天然物の有効利用に関する研究では、たまねぎの皮に含まれるケルセ

チンの効率的な抽出方法を確立するための研究をおこなっている。また、実験動物を用いてわさび葉抽出物の

有効利用方法を評価するため、わさび葉の抗酸化作用、薬物代謝第Ⅰ相酵素の抑制作用および第Ⅱ相酵素の活

性化作用を明らかにし、わさび葉のがん予防効果を示した。現在、その詳しい機序について研究を行っている。 
 
 
1. 公表学術論文 

著書 
金沢和樹 (共著) (2004)「色から見た食品のサイエン

ス」第 2 巻第 1 章第 2 節Ⅲ「フラボン・フラボ
ノール類」，pp.10，㈱サイエンスフォーラム 

Fukuda, I., Kaneko, A., Yabushita, Y., Sakane, I., Kakuda, 
T., Kanazawa, K., Danno, G.and Ashida, H.（共著）
（2003）: Green tea extracts prevent the dioxin 
toxicity through the suppression of transformation of 
the aryl hydroarbon receptor. In "Food Factors in 
Health Promotion and Disease Prevention" Chapter 11, 
pp.119-127 

Hashimoto, T., Ito, W., Furuyashiki, T., Sano, T., Minato, K., 
Mizuno, M., Kanazawa, K., Danno, G. and Ashida, H.
（共著）（2003） : Preventive effects of food 
Components on caspase-8-mediated apoptosis 
induced by dietary carcinogen, Trp-P-1, in rat 
mononuclear cells. In "Food Factors in Health 
Promotion and Disease Prevention" Chapter 12, 
pp.128-140 

Shiotani, B., Ashida, H., Nonaka, Y., Hashimoto, T., 
Kanazawa, K. and Danno, G.（共著）（2003）: A 
Tryptophan Pyrolysis Products, 
3-amino-1,4-dimethyl-5H-pyrido [4,3b] indole 
(Trp-P-1) but not its metabolote induces apoptosis in 
primary cultured rat hepatocytes. In "Food Factors in 
Health Promotion and Disease Prevention" Chapter 13, 
pp.141-151 

Furuyashiki, T., Terashima, S., Nagayasu, H., Kaneko, A., 
Sakane, I., Kakuda, T., Kanazawa, K., Danno, G. and 
Ashida, H.（共著）（2003）: Tea extracts modurate a 
glucose transport system in 3T3-L1 adipocytes. In 
"Food Factors in Health Promotion and Disease 
Prevention" Chapter 20, pp.224-234 

Ashida, H., Hashimoto, T., Nonaka, Y., Fukuda, I., 
Kanazawa, K., Danno, G., Minato, K., Kawakami, S. 
and Mizuno, M.（共著）（2003）: Suppression of 
cytochrome P4501A subfamily in mouse liver by oral 
intake of polysaccharides from mushrooms, Lentinus 
edodes and Agaricus blazei. In "Food Factors in 
Health Promotion and Disease Prevention" Chapter 21, 
pp.235-248 

大澤俊彦，大東肇，小林博，津金昌一郎，金沢和樹，
橋本堂史，豊國伸哉，中村宜督，傳田阿由美，
森光康次郎，その他40人（共著）（2005）「がん
予防食品開発の新展開－予防医学におけるバイ
オマーカーの評価システム－」第2編 基盤的研
究 第 2 章 がん予防食品因子とデータベース，
pp.49-61，㈱シーエムシー出版 

金沢和樹（共著）（2005）「栄養機能化学」全般の編
集および序章、3章4節、4章3節（全198頁）
㈱朝倉書店 

金沢和樹（共著）（2005）「サプリメントデータブッ
ク」Ⅲ章 8-10 節（カテキン、フラボン、フラボ
ノール、フラバン）pp338-358、㈱オーム社 

金沢和樹（単著）（2005）「食事ポリフェノールの細
胞内バイオアベラビリティの解明」（全136頁）
科学研究補助金報告（研究基盤(B) 14360076） 

金沢和樹（単著）（2005）生活者ニーズ対応研究「食
品中の否栄養性機能性物質の解析と体系化に関
する研究」平成12～16年度成果報告資料 

金沢和樹（共著）（2006）「新家庭総合21」pp82-105、
実教出版㈱ 

金沢和樹（共著）（2006）「新家庭基礎21」pp70-86, 90, 
106および107、実教出版㈱ 

 
 

 



 

原著論文
Hashimoto, T., Sano, T., Ito, W., Kanazawa, K., Danno, G.  

and Ashida, H. (2004): 
3-Amino-1,4-dimethyl-5H-pyrido[4,3-b]indole 
induces apoptosis and necrosis with activation of 
different caspases in rat splenocytes, Bioscience, 
Biotechnology, and Biochemistry, 68(4), pp.964-967 

Fukuda, I., Sakane, I., Yabushita, Y., Kodoi, R., Nishiumi, 
S., Kakuda, T., Sawamura, S., Kanazawa, K. and 
Ashida, H. (2004): Pigments in Green Tea Leaves 
(Camellia sinensis) Suppress Transformation of the 
Aryl Hydrocarbon Receptor Induced by Dioxin, 
Journal of Agricultural and Food Chemistry, 52(9), 
pp.2499-2506 

Hashimoto, H., He, Z., Ma, W.-Y., Schmid, P.C., Bode, 
A.M., Yang, C.S. and Dong. Z. (2004): Caffeine 
inhibits cell proliferation by G0/G1 phase arrest in JB6 
cells, Cancer Research, 64(9), pp.3344-3349 

Fukuda, I., Sakane, I., Yabushita, Y., Sawamura, S., 
Kanazawa, K. and Ashida, H. (2004): Black tea 
extract suppresses transformation of aryl hydrocarbon 
receptor induced by dioxin, BioFactors, 21(1-4), 
pp.367-369 

Mukai, R., Fukuda, I., Nishiumi, S., Hosokawa, K., 
Kanazawa, K. and Ashida, H. (2004): Anthocyan does 
not suppress transformation of aryl hydrocarbon 
receptor induced by dioxin, BioFactors, 21(1-4), 
pp.371-373 

Okamoto, T., Kodoi, R., Nonaka, Y., Fukuda, I., Hashimoto, 
T., Kanazawa, K., Mizuno, M. and Ashida, H. (2004): 
Lentinan from shiitake mushroom (Lentinus edodes) 
suppressed expression of cytochrome P450 1A 
subfamily in the mouse liver, BioFactors, 21(1-4), 
pp.407-409 (f) 

Ashida, H., Furuyashiki, T., Nagayasu, H., Bessho, H., 
Sakakibara, H., Hashimoto, T. and Kanazawa, K. 
(2004): Anti-obesity actions of green tea: possible 
involvements in modulation of the glucose uptake 
system and suppression of the adipogenesis-related 
transcription factors, BioFactors, 22(1-4), pp.135-140 

Furuyashiki, T., Nagayasu, H., Aoki, Y., Bessho, H., 
Hashimoto, T., Kanazawa, K. and Hitoshi Ashida. 
(2004): Tea catechin suppresses adipocyte 
differentiation accompanied by down-regulation of 
PPARγ2 and C/EBPα in 3T3-L1 cells.. Bioscience, 
Biotechnology, and Biochemistry, 66(11), 
pp.2353-2359 (f) 

Fujioka, M., Uehara, M., Wu, J., Adlercreutz, H., Suzuki, 
K., Kanazawa, K., Takeda, K., Yamada, K. and Ishimi, 
Y. (2004.10): Equol, a metabolite of daidzein, inhibits 
bone loss in ovariectomized mice, Journal of Nutrition, 
134(10), pp2623-2627 

Hashimoto, T., Ito, C., Kanazawa, K. and Ashida, H. 
(2005.03): Proective effect of green tea on 
etoposide-induced apoptosis in rat thymocytes, 
Proceedings of 2004 International Conference on 

O-CHA (tea) Culture and Science, pp.479-480 
Sakakibara, H., Ashida, H., Fukuda, I., Furuyashiki, T., 

Nonaka, Y., Sano, T. and Kanazawa K. (2005.03): 
Intake of green tea increases antioxidative potency in 
rats, Proceedings of 2004 International Conference on 
O-CHA (tea) Culture and Science, pp.513-514 (f) 

Aoki, Y., Hashimoto, T., Yoshida, K., and Ashida, H. 
(2005.03): Suppressive effects of catechins on 
differentiation of 3T3-L1 preadipocytes, Proceedings 
of 2004 International Conference on O-CHA (tea) 
Culture and Science, pp.547-548 

Fukuda, I., Sakane, I., Nishiumi, S., Shirasugi, S., 
Sawamura, S., Kanazawa, K., Yoshida, K. and Ashida, 
H. (2005.03): Tea has the potential to reduce the 
dioxin risk, Proceedings of 2004 International 
Conference on O-CHA (tea) Culture and Science, 
pp.594-595 

Oi, N., Sakakibara, H., Fujiwara, S., Ito, C., Li, C., Das, S. 
K., Wu, B. and Kanazawa, K. (2005.03): Comparison 
of tea components among the six great Chinese teas, 
Proceedings of 2004 International Conference on 
O-CHA (tea) Culture and Science, pp.615-616 

Goto, M., Hashimoto, T., Fukuda, S., Nobuchi, M., Piao, C., 
Shang, W., Namba, R., Lu, Y. and Kanazawa K. 
(2005.03): Protective effects of Chinesetea on carbon 
tetrachloroide-induced liver injury, Proceedings of 
2004 International Conference on O-CHA (tea) 
Culture and Science, pp.617-618 

Fukuda, I., Sakane, I., Yabushita, Y., Sawamura, S., 
Kanazawa, K. and Ashida, H. (2005.05): Black tea 
theaflavins suppress dioxin-induced transformation of 
the aryl hydrocarbon receptor, Bioscience, 
Biotechnology, and Biochemistry, 69(5), pp.883-890 

Sakakibara, H., Nakagawa, S., Wakameda, H., Nakagiri, Y., 
Kamata, K., Das, S. K., Tsuji, T. and Kanazawa, K. 
(2005.10): Effects of Japa-nese Kelp (Kombu) on life 
span of Benzo[a]pyrene-fed mice, Journal of 
Nutritional Science and Vitaminology, 51(5), 
pp.369-373 

Shimizu, K., Das, S. K., Baba, M., Matsuura, Y. and 
Kanazawa, K. (2005.10): Dietary artepillin C 
suppresses the formation of aberrant crypt foci 
induced by azoxymethane in mouse colon, Cancer 
Letters, 240(1), pp135-142 

Das, S. K., Hashimoto, T., Shimizu, K., Yoshida, T., Sakai, 
T., Sowa, Y., Komoto A. and Kanazawa, K. (2005.11): 
Fucoxanthin induces cell cycle arrest at G0/G1 phase in 
human colon carcinoma cells through up-regulation of 
p21WAF1/Cip1, Biochimica et Biophysica Acta - General 
Subjects -, 1726(3), pp.328-335 

Shimizu, K., Das, S. K., Hashimoto, T., Sowa, Y., Yoshida, 
T., Sakai, T., Matsuura, Y. and Kanazawa, K. 
(2005.12): Artepillin C in Brazilian propolis induces 
G0/G1 arrest via stimulation of Cip1/p21 expression in 
human colon cancer cells, Molecular Carcinogenesis, 

 



 

44(4), pp.293-299 
Hashimoto T, Ueda Y, Oi N, Sakakibara H, Piao C, Ashida 

H, Goto M and Kanazawa K. (2006.01): Effects of 
combined administration of quercetin, rutin, and 
extract of white radish sprout rich in kaempferol 
glycosides on the metabolism in rats. Bioscience, 
Biotechnology, and Biochemistry, 70(1), pp279-281 

Das S. K, Hashimoto T, Baba M, Nishino H, Komoto A 
and Kana-zawa K. (2006): Japanese kelp (Kombu) 
extract suppressed the forma-tion of aberrant crypt foci 
in azoxymethane challenged mouse colon. Journal of 
Clinical Biochemistry and Nutrotion, 38(2), 
pp119-125 

Sakakibara, H., Ashida, H., Fukuda, I., Furuyashiki, T., 
Sano, T., Nonaka, Y., Hashimoto, T. and Kanazawa, K. 
(2006): A frequent drinking og green tea lowers the 
levels of endogenous oxidative stress in small 
intestines, erythro-cytes and kidneys in rats. Journal of 
Clinical Biochemistry and Nutrotion, 39, pp32-39 

Hashimoto, T., Oi, N., Sakakibara, H., Goto, M. and 
Kanazawa. K. (2006): Comparative study of 
antioxidative activity among the Six Great Chinese 
teas; green, white, yellow, oolong, black, and pu-erh 
teas. ITE Letters on Batteries, New Technologies & 
Medicine, 7(5), pp484-487 

Kanazawa, K., Uehara, A., Yanagitani, H., Hashimoto. T. 

(2006): Bioavailable flavonoids to suppress the 
formation of 8-OHdG in HepG2 cells. Archives of 
Biochemistry and Biophysics, 455, pp197-203 

Yamashita, T., Sano, T., Hashimoto, T. and Kanazawa, K. 
(2007): Development of a method to remove 
cyanogen glycosides from flaxseed meal. International 
Journal of Food Science and Technology, 42(1), 
pp70-75 

Yoshida, T., Maoka, T., Das, S.K., Kanazawa, K., Horinaka, 
M., Wakada, M., Satomi, Y., Nishino, H. and Sakai, T. 
(2007): Halocynthiaxanthin and peridinin sensitize 
colon cancer cell lines to tumor necrosis factor-related 
apoptosis-inducing ligand, Molecular Cancer 
Research, 5(6), pp615-625 

Hashimoto, T., Goto, M., Sakakibara,  H., Oi, N., 
Okamoto, M. and Kanazawa, K. (2007): Yellow teais 
more potent than other types of tea on suppressing 
liver toxicity induced by carbon tetrachloride in rats 
Phytotherapy Research, 21(7), pp668-670 (f) 

Ito, C., Oi, N., Hashimoto, T., Nakabayashi, H., Aoki, F., 
Tominaga, Y., Yokota, S., Hosoe, K. and Kanazawa, K. 
(2007): Absorption of dietary licorice isoflavan 
glabridin to blood circulation in rats, Journal of 
Nutritional Science and Vitaminology, 53(4), 
pp.358-365  

その他の学術論文等
金沢和樹（2004）：ポリフェノールとは何か，養殖（緑

書房），Vol.5，No.514 
金沢和樹（2004）：きょうの健康 Q&A，NHK 出版，

6月号，pp.74-78 
金沢和樹（2004）：きょうの健康 Q&A，NHK 出版，

9月号，pp.141 
金沢和樹（2005）：食品成分によるがん予防研究が目

指すもの、Japanese Society for Cancer Prevention, 
News Letter, 44 

金沢和樹（2005）：がん予防に有効な食品成分、
Japanese Society for Cancer Prevention, News Letter, 
45 

金沢和樹（2005）：食を考える「きょうどう」生活協
同組合コープこうべ、9月1週号、pp.3 

金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、日本農業新聞（7
月25日） 

金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、毎日新聞（8 月 8
日） 

金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、神戸新聞（8月15

日） 
金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、朝日新聞（8月18

日） 
金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、NHKニュース（8

月23日） 
金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、日経新聞（9月27

日夕刊） 
金沢和樹（2006）：タマネギ石鹸、読売テレビ（10月

24日18時50分出演） 
金沢和樹（2006）：ケルセチンの効能、日本テレビ（11

月5日7時） 
金沢和樹（2006）：サプリメントは健康な人が食べて

こそ効果があります、「きょうどう」生活協同組
合コープこうべ、11月1週号、pp.5 

金沢和樹（2006）：コンブの微粉末食品 食べやすく
加工へ、化学工業日報（8月22日） 

 
 

 
 
2. 学術講演 
清水一雄，Das Swadesh，馬場正樹，芦田均，金沢和

樹 (2004)：アゾキシメタン誘導マウス大腸異型
腺窩巣形成に対するアルテピリンC の抑制効果, 
2004 年度日本農芸化学会本大会，講演要旨集, 
pp.76 

福田伊津子，西海信，PARK Yong K，P-GUZMAN Julio，

SATO Helia H，Pastore Glaucia M，芦田均 (2003)：
プロポリスはアリール炭化水素受容体の活性化
を抑制する，2004 年度日本農芸化学会本大会，
講演要旨集，pp.77 

向井理恵，福田伊津子，西海信，細川敬三，金沢和
樹，芦田均 (2004)：アントシアンはアリール炭

 



 

化水素受容体の活性化を抑制しない，2004 年度
日本農芸化学会本大会，講演要旨集，pp.77 

芦田均，岡本隆志，小土井理恵，柳由貴子，川上佐
知子，水野雅史 (2004)：シイタケレンチナンに
よる薬物代謝酵素発現抑制効果，2004 年度日本
農芸化学会本大会，講演要旨集，pp.78 

西海信，福田伊津子，向井理恵，芦田均 (2004)：ダ
イオキシン類のリスク評価のための新規測定法
の構築，2004 年度日本農芸化学会本大会講演要
旨集，pp.90 

後藤美保，Tsenkova Roumiana，芦田均，金沢和樹
(2004)：近赤外分光法による生体内酸化的ストレ
スの判定，2004 年度日本農芸化学会本大会，講
演要旨集，pp.96 

上原万里子，大田篤胤，石見佳子，ADLERCREUTZ 
Herman，金沢和樹，増山律子，鈴木和春 (2004)：
高血圧自然発症ラットの骨量およびイソフラボ
ン代謝に対するフラクトオリゴ糖の影響，2004
年度日本農芸化学会本大会，講演要旨集，pp.200 

橋本堂史，芦田均，佐野貴士，伊藤若菜，金沢和樹
(2004)：Trp-P-1はラット脾細胞に対してキャスパ
ーゼの活性化を伴うアポトーシスとネクローシ
スを誘導する，2004年度日本農芸化学会本大会，
講演要旨集，pp.209 

羽渕祥子，森敦美，鶴田宏樹，芦田均，金沢和樹
(2004)：フラボノール類新規代謝産物アミノ体に
関する，2004 年度日本農芸化学会本大会，講演
要旨集，pp.232 

Goto, M., Nakagawa, S., Ashida, H., Kanazawa, K. and 
Tsenkova, R (2004): Evaluation of oxidative stress 
with near-infrared spectroscopy, Japan-Thailand Joint 
Symposium on Nondestructive Evaluation 
Technology, Proceedings, pp.234-235 

Sakakibara, H., Viala, D., Doreau, M., Villeneuve, E., 
Thomas, D. and Besle, J.M. (2004): 
Biotransformation of clover isoflavones during 
ensilingg, 20th General Meeting European Grassland 
Federation = Land Use Systems in Grassland 
Dominated Regions =, Book of Abstracts, pp.186 
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と体系化に関するシンポジウム「ポリフェノー
ルとフラボノイドの機能と構造相関」 

金沢和樹（2004）：生理学研究所研究会｢生体防御の
前線：上皮輸送制御因子の構造活性相関｣『生

体内で有効なポリフェノール・フラボノイド』 
金沢和樹（2004）：「きょうの健康 Q&A」NHK 教育

テレビ，平成16年6月2日，9日 20時30分～
45分 

金沢和樹（2004）：「きょうの健康 Q&A」NHK 教育
テレビ，平成16年6月4日20時～45分 

金沢和樹（2005.01）：A strategy to find out bioavailable 
food factors to prevent diseases，㈱アピ（岐阜） 

金沢和樹（2005.02）：健康寿命を護る日本の伝統食品
（吉備町） 

金沢和樹（2005.03）：科学技術振興調整費 終報告会
（東京） 

金沢和樹（2005.04）：ポリフェノールの光増産，三菱
電機㈱（静岡） 

金沢和樹（2005.05）：ポリフェノールとは，㈱クノー
ル食品（川崎） 

金沢和樹（2005.07）：食品のもつ機能と健康，JA あ
わじ島（南あわじ市） 

金沢和樹（2005.07）：生理活性ポリフェノールの収穫
野菜冷蔵庫内保存中の増産法，蓼科カンファレ
ンス（蓼科） 

金沢和樹（2005.07）：本当に効く機能性食品，第5回
機能性食品開発研究会（大阪） 

金沢和樹（2005.08）：「なぜ丹波黒大豆は体にいいの
か」―食生活から見た市民の健康―，農業シン
ポジウム「篠山市の食と農はどうあるべきか」
（兵庫） 

金沢和樹（2005.10）：本当に効く機能性食品の開発戦
略，第1回バイオ産業創成研究会（京都） 

金沢和樹（2005.10）：本当に効く機能性食品の開発戦
略，H17年度 第1回機能性食品研究会（石川） 

金沢和樹（2005.11）：食品の機能性発掘を目指して（東
京） 

金沢和樹（2005.11）：機能性食品成分の発掘戦略（東
京） 

 



 

金沢和樹（2005.11）：本当に効く機能性食品の開発戦
略（兵庫） 

金沢和樹（2006.01）：機能性食品の開発戦略，北海道
アグリハイテク（札幌ガーデンパレス） 

金沢和樹（2006.02）：フラボノイドは生活習慣病を予
防できるか、近畿アグリハイテク（ホテルニュ
ー京都） 

金沢和樹（2006.03）：淡路島産タマネギ鬼皮を利用し
た新食品の開発（JAあわじ島） 

金沢和樹（2006.05）：野菜の機能性について，全農兵
庫講演会（南淡路ロイヤルホテル） 

金沢和樹（2006.06）：機能性食品の開発戦略（太陽化
学「おいしさ科学館」） 

金沢和樹（2006.06）：機能性食品とは、味の素本社 
金沢和樹（2006.07）：栄養バランスと食べ方を考える

～サプリメントは必要か（神戸市生活文化セン
ター） 

金沢和樹（2006.11）：健康状態の指標となる酸化スト
レスを無侵襲で評価する方法（JST東京本部） 

金沢和樹（2006.12）：機能性食品の開発戦略（東京農
業大学） 

金沢和樹（2007.1）：食の安全・安心、みなとエ
グゼクティブセミナー（神戸クオリティホ
テル） 

金沢和樹（2007.3）：タマネギ健康法、和歌山県
有田川町市民講座（有田川町公会堂） 

金沢和樹（2007.4）：NIR で健康状態を知る方法、
東洋紡敦賀バイオ研究所（敦賀） 

金沢和樹（2007.6）：食品から有効な機能性成分
を見出す戦略、近畿アグリバイオインダス
トリー（大阪） 

金沢和樹（2007.7）：食事過酸化脂質の体内動態、
蓼科カンファレンス（蓼科） 

金沢和樹（2007.7）：小腸吸収系を応用した機能
性発掘法、アピ株式会社（岐阜） 

金沢和樹（2007.9）：食品中の機能性ポリフェノ
ール研究 前線、大阪生活衛生協会 

金沢和樹（2007.9）：食品の非栄養成分の機能利
用、タマネギケルセチン、日本園芸学会（香
川大学） 

金沢和樹（2007.11）：A way of thinking for 

allowance of daily intake of dietary 
polyphenols、ILSI Japaｎ、国際会議招待講
演（ウタント国連大学） 

金沢和樹（2007.11）：健康寿命は毎日の食べ物が
築く、加古川商工会議所 

金沢和樹（2007.11）：食品の健康機能、淡路島み
なと銀行講演 

金沢和樹（2007.11）：日生協の公平厳密な評価を
信頼してください、パルコープ 

金沢和樹（2007.12）：Finding out bioavailable 
preventing factors in food against colon 
cancer」、India 国際会議招待講演 Fariyas 
Holiday Resort （Lonavala） 

金沢和樹（2008.1）：日生協の公平厳密な評価を
信頼してください、パルコープ 

 
 
橋本堂史 (2004.09)：JBA 未来へのバイオ技術・大学

の技術紹介『本当に効く機能性食品の開発･生産
戦略』，「食品産業廃棄物を利用した皮膚がん予
防の研究」（東京/バイオインダストリー協会） 

橋本堂史（2004.11）：はりま産学交流会・拡大一日神
戸大学，「コーヒー豆の皮で皮膚がん予防」（兵
庫/姫路商工会議所） 

橋本堂史（2005.02）ひょうごエコタウン推進会議シ
ーズフォーラム「食品産業廃棄物からの有効利
用方法の検討」（兵庫/ラッセルホール） 

橋本堂史（2007.05）：産学パートナーズシップ事業「食
品による発がん予防研究アプローチ」（兵庫/姫
路商工会議所） 

橋本堂史（2007.07）：第6回「関西バイオの未来を考
える会」セミナー（近畿バイオインダストリー
振興会議主催）「未利用天然物から機能性食素
材へ」（大阪科学技術センター） 

橋本堂史（2007.10）：神戸大学大学院農学研究科公開
講座、大学発ヘルスバイオサイエンス「わさび
のヘルスバイオサイエンス」（神戸大学農学研
究科C101室） 

 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
博士（課程 平成17年3月） 
清水 一雄，Studies on Anti-carcinogenic Activity of 

Artepillin C in Brazilian Propolis 
 

博士（課程 平成18年3月） 
Das Kumar Swadesh，Studies on Anticarcinogenesis of 

Fucoxanthin in Japanese Kelp 
 

博士（課程 平成18年9月） 
山下 貴稔，亜麻仁リグナンの生理機能と亜麻仁の

食利用に関する研究 
 

修士（課程 平成17年3月） 
大井 直美，A transformation of dietary quercetin to 

bioavailable form in carcinogenic tissues 
後藤 美保，A novel detection method for oxidative stress 

with near-infrared spectrometry 
森 敦美，Study on a novel metabolic pathway of 

flavonoids 
修士（課程 平成18年3月） 

 



 

尚 偉涛，Artepillin C in Brazilian propolis inhibits the 
proliferation of hepatoma HepG2 cells through 
inducing G0/G1 arrest 

難波 里衣，Inhibitory effects of caffeine analogues on 
cell cycle progression in JB6 C141 cells 

半田 真須美，Study on a novel metabolic pathway for 
dietary flavonols in intestines 

藤原 慎司，Study on an oxidation mechanism of one of 

DNA bases 2’-deoxyguanosine with reactive oxygen 
species 

朴 成源，Increasing production of polyphenol  with UV 
irradiation in harvested vegetables 

李 春，植物性食品の非可食部位に含まれる機能性
ポリフェノールの利用について 

呂 雲閣，抗酸化活性が強い野菜ジュースの開発 

修士（課程 平成18年9月） 
呉 白乙拉，中国緑茶に含まれる抗酸化成分の含量 と物質種の比較 
修士（課程 平成19年3月） 
伊藤 千夏，The effects of dietary licorice glabridin on 

endogenous levels of obesity-related adipocytokines in 
rat 

野渕 翠，Elucidation of phytoestrogens on a relationship 
between chemical structure and modulation for 

transcriptional activity of androgen receptor 
福田 進也，Analysis on transconversion of dietary 

flavones and flavonols in the intestinal absorption 
process 

 
 
 
4. その他の学術研究活動 
研究助成金 
2004年4月‐2005年3月 
科学技術振興調整費、金沢和樹 
科学研究費・基盤研究B、金沢和樹 
奨学寄附金、金沢和樹：クノール食品 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：杉山産研財団 
奨学寄附金、金沢和樹：山田養蜂場 
奨学寄附金、金沢和樹：JAあわじ島 

奨学寄附金、金沢和樹：聖食品 
奨学寄附金、金沢和樹：三菱電機 
 
平成16年度科学研究費･若手研究B （代表） 橋本堂

史 「カフェインによる抗がん作用機構の解明」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」

2005年4月‐2006年3月 
奨学寄附金、金沢和樹：カネカ 
奨学寄附金、金沢和樹：三菱電機 
奨学寄附金、金沢和樹：クノール食品 
奨学寄附金、金沢和樹：JAあわじ島 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：伊藤園 
奨学寄附金、金沢和樹：鈴与 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 

受託研究、金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャパン、
近赤外分光法による酸化的ストレスの早期無侵
襲評価法の開発 

平成17年度科学研究費･若手研究B・継続 （代表） 橋
本堂史 「カフェインによる抗がん作用機構の
解明」 

財団法人 山崎香辛料振興財団 平成17年度研究助成
金 （代表） 橋本堂史 「わさび葉の有効利用法
の検討」 

2006年4月‐2007年12月 
受託研究、金沢和樹：(独)農業・生物系特定産業技術

研究機構 生物系特定産業技術研究支援センタ
ー、昆布フコキサンチンを利用した食べ易い微
粉末食品の開発（生物系産業創出のための異分
野融合研究支援事業） 

受託研究、金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャパン、
近赤外分光法による酸化的ストレスの早期無侵
襲評価法の開発 

受託研究、金沢和樹：㈱Sugarcane-Field802、ポリフ
ェノールの解析 

奨学寄附金，金沢和樹：三菱電機㈱，食品・栄養化
学研究助成のため 

奨学寄附金，金沢和樹：シャープ㈱，食品・栄養化

学研究の奨励のため 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱トーホー，食品栄養科学

研究の振興の為 
奨学寄附金，金沢和樹：㈱山田養蜂場，食プロポリ

スに含まれる生活習慣病予防効果の解明 
奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：味の素 
共同型協力研究、橋本堂史：金印㈱ 「食品の機能開

発に関する研究」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究 

 



 

2007年4月‐2007年12月 
受託研究、金沢和樹：(独)農業・生物系特定産業技術

研究機構 生物系特定産業技術研究支援センタ
ー、昆布フコキサンチンを利用した食べ易い微
粉末食品の開発（生物系産業創出のための異分
野融合研究支援事業） 

受託研究、金沢和樹：㈱エイオーエイ・ジャパン、
近赤外分光法による酸化的ストレスの早期無侵
襲評価法の開発 

奨学寄附金，金沢和樹：シャープ㈱，食品・栄養化
学研究の奨励のため 

奨学寄附金，金沢和樹：㈱山田養蜂場，食プロポリ
スに含まれる生活習慣病予防効果の解明 

奨学寄附金、金沢和樹：小倉屋山本食品 
奨学寄附金、金沢和樹：和田山 
奨学寄附金、金沢和樹：味の素 
共同型協力研究、橋本堂史：金印㈱ 「食品の機能開

発に関する研究」 
奨学寄附金、橋本堂史：金印㈱ 「食品成分によるが

ん予防研究」 
 
学外研究機関との共同研究 
北陸大学薬学部，橋本堂史：カフェイン類似構造物

の抗がん作用の研究 
The Hormel Institute, University of Minnesota, USA，橋本

堂史：The studies on mechanism of anticancer activity 
of caffeine 

神戸熱帯農業研究所，橋本堂史：コーヒー樹木に関
する研究 

金印㈱，橋本堂史：わさびに含まれる機能性成分に
関する研究 

 
 
受賞 
学会賞 Swadesh K. Das, Takashi Hashimoto, Akitoshi 

Komoto and Kazuki Kanazawa 「Growth inhibition 
of human hepatoma cells by fucoxanthin is asso-ciated 
with down-regulation of cyclin D1 」  ISCaP 
Symposium (Kyoto) 20-21 May, 2005, Abstracts p. 44 

Poster Award, International Conference on Food Factors for 
Health Promo-tion (ICoFF2007, 2007.11, Kyoto). 
Futoshi Maeda, Masashi Mizuno, Takao Ojima, 

Takashi Hashimoto, and Kazuki Kanazawa
（ 2007.11 ）： Evaluation of immunomodulating 
actions of fucoidan in Laminaria japonica with a 
newly estab-lished co-culture model of Caco-2 and 
RAW 264.7 

 
 

 
特許 
カフェイン組成物およびその用途，発明者：金沢和

樹 外1名，出願人：(有)フラバミン，特許出願：
2004-175874，特許公開：2005-350431 

生体内抗酸化機能を有する食品組成物，発明者：山
下貴稔、金沢和樹 外 1 名，出願人：㈱Ｊ－オ
イルミルズ 外 2 名，特許出願：2004-94105，特
許公開：2005-278429 

骨粗鬆症の予防及び／又は治療剤，発明者：上原万
里子、金沢和樹 他 1 名，出願人：学校法人東
京農業大学，特許出願：2004-42656，特許公開：
2005-232074 

酸化的ストレスの検出方法，発明者：金沢和樹 他1
名，出願人：独立行政法人科学技術振興機構，
特許出願：2003-284449，特許公開：2005-55228 

ケルセチン組成物、食品保存剤及びその製造方法，
発明者：金沢和樹 他 1 名，出願人：財団法人
新産業創造研究機構，特許出願：2003-25223，特
許公開：2004-229615 

新規フラボノイド化合物及びその利用, 発明者：金沢
和樹 外 1 名，出願人：財団法人新産業創造研
究機構，特許出願：2003-308400，特許公開：
2004-123728 

収穫後植物のポリフェノール含有量を増加させる方
法, 発明者：金沢和樹，出願人：財団法人新産業
創造研究機構，特許出願：2003-202468，特許公
開：2004-121228 

抗炎症組成物, 発明者：芦田均、橋本堂史、小土井理
恵、藤田剛，出願人：オリエンタル酵母工業㈱，
特許出願：2003-20209，特許公開：2005-29521 

細胞周期停止剤，発明者：芦田均、橋本堂史，出願
人：金印㈱，特許出願：2004-274593、特許公開：
2006-89394 

わさび葉成分組成物、これを含む食品および医薬品, 
発明者：橋本堂史，出願人：金印㈱，特許出願：
2005-331315，特許公開：2007-137794 

 
 
学会活動 
日本農芸化学会，関西支部評議員：金沢和樹 
日本栄養･食糧学会，近畿支部評議員：金沢和樹 
日本過酸化脂質･フリーラジカル学会理事：金沢和樹
日本生活協同組合連合会「食の安全」委員：金沢和
樹 
フードファクターズ学会幹事（2001年会長）：金沢和
樹 
文部科学省科学技術総合研究推進委員：金沢和樹 

神戸大学連携創造本部企画部門長：金沢和樹 
兵庫県技術参与：金沢和樹 
コープこうべ顧問：金沢和樹 
農林水産省食料・農業・農村審議会消費・安全分科
会会長（2005年— 2007年）：金沢和樹 

第61回日本栄養･食糧学会大会（京都、2007.05）：プ
ログラム委員：橋本堂史 

 

 



 

 
社会活動 
NPO法人 近畿バイオインダストリー振興会議，関西

バイオの未来を考える会委員 （2005.01～）：橋
本堂史 

 
 
 
 
有機機能分子化学・天然有機分子化学分野 
（１）新しい有機合成反応の開発 
種々の有用な有機化合物を安価かつ効率的に合成するのに役立つ、新しい有機合成反応の開発を目的とし

た研究を行っている。たとえば、シュウ酸触媒を利用した穏和な条件下でのジチオアセタールとカルボニ

ル化合物の相互変換、アルコールからイソチオシアナートの簡便で高選択的な合成等について成果を上げ

ている。また、臭化銅(II)を利用した酸化的な反応の有機合成への応用に関する研究も実施中である。 
（２）生物活性を有する天然物合成研究 
 生物活性等の有用な機能が期待されながらも、自然界から得られる量に限りがあったり、そもそも自然界

には存在しない物質があり、それらを合成する効率的な方法の開発を目的とした研究を行っている。 
 たとえば、「フラボノイド類や植物アレロパシー活性を有する化合物の新規合成」、「植物病に対する誘導

抵抗活性を有する脂肪酸誘導体の合成」、「根寄生植物の発芽刺激活性を有する化合物の合成研究」などを

実施中である。  
また、これらの目的で合成した化合物については、他の研究室等と共同でその生物活性についても調べて

いる。 
 
 
1. 公表学術論文 
著書
 
原著論文
Takikawa, H., Ueda, K. and Sasaki, M. (2004): The First 

Synthesis and Absolute Configuration of 
Glaucescenolide, a Cytotoxic Sesquiterpenoid Isolated 
from the Liverwort Schistochila glaucescens, 
Tetrahedron Lett., 45, pp. 5569-5571. 

Miyake, H., Tsumura, T. and Sasaki, M. (2004): Simple 
deprotection of acetal type protecting groups under 
neutral conditions, Tetrahedron Lett., 45, pp. 
7213-7215. 

Imamura, Y., Takikawa, H., Sasaki, M. and Mori, K. 
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3-hydroxyflavones via 3-tosyloxy- or 
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(2007): A Concise Synthesis of (±)-Pseudodeflectusin, 
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その他の学術論文等 
滝川浩郷 (2004): 有用な生物活性および特異な構造

を有する天然有機化合物の合成研究, 日本農芸
化学会誌, 78 (10), pp. 944-949. 

Takikawa, H. (2006): Synthetic Studies on Breviones and 
Structurally Related Natural products, Biosci. 

Biotechnol. Biochem., 70, 1082-1088. 
滝川浩郷 (2006): アレロパシー活性を有するテルペ

ノイドの合成研究, 有機合成化学協会誌 64, 
819-826. 

 
 
 
2. 学術講演 
滝川浩郷（2004）：有用な生物活性および特異な構造

を有する天然有機化合物の合成研究（特別講演）、
日本農芸化学会関西支部第 437 回講演会講演要
旨集, p. 13 

水品善之、滝川浩郷、吉田弘美（2004）：Hippospongic 
acid AのDNAポリメラーゼβとDNAトポイソ
メラーゼ II の阻害活性機構、日本農芸化学会関
西支部第437回講演会講演要旨集, p. 1 

中西恒平、滝川浩郷、佐々木満、井川広志、水品善
之、吉田弘美（2004）：コハマ酸Aの類縁体合成
とそのDNAポリメラーゼ阻害活性、日本農芸化
学会関西支部第437回講演会講演要旨集, p. 2 

中嶋貴江、三宅秀芳、佐々木満、今井哲弥、梅津憲
治（2004）：クロモン類の合成と殺菌効果、日本
農芸化学会関西支部第 437 回講演会講演要旨集, 
p. 5 

飛田憲一、滝川浩郷、三宅秀芳、佐々木満（2004）：
光学活性ヒドロキシ脂肪酸の合成、日本農芸化
学会関西支部第437回講演会講演要旨集, p. 6 

松井美春、滝川浩郷、佐々木満、山内靖雄、脇内成
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らのdechlorodauricumineの単離・構造決定、日本
農芸化学会関西支部第 437 回講演会講演要旨集, 
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藤本健司、今石浩正、佐々木満、滝川浩郷、乾秀之、

大野清春（2004）：脂肪酸水酸化反応を触媒する
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中西恒平、滝川浩郷、佐々木満、井川広志、水品善
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中山清敬、飛田憲一、滝川浩郷、三宅秀芳、佐々木
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中尾優一、三宅秀芳、佐々木満（2005）：シュウ酸触
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萩原愛、細江慎太郎、滝川浩郷、佐々木満（2006）：
Decaturin A及びCの合成研究、日本農芸化学会
2006年度大会講演要旨集, p. 19 

細江慎太郎、滝川浩郷、佐々木満（2006）：Decaturin D
及びoxalicine類の合成研究、日本農芸化学会2006
年度大会講演要旨集, p. 19 

Takikawa, H., Hosoe, S. and Sasaki, M. (2006): Synthetic 
Studies on Decaturins and Oxalicines, IUPAC 
International Conference on Biodiversity and Natural 
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Nakayama, K., Tobita, K., Takikawa, H. Miyake, H., 
Imaishi, H. and Sasaki, M. (2006): Synthesis, 
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Tadokoro, E., Iwasaki, K., Takikawa, H., Miyake, H., 
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田中 彩、石原康弘、今石浩正、滝川浩郷、三宅秀芳、
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橋本貴、滝川浩郷、佐々木満（2007）：Sundiversifolide
の合成研究、日本農芸化学会2007年度大会講演
要旨集，p. 104 

中西恒平、滝川浩郷、佐々木満、水品善之、吉田弘
美（2007）：DNA ポリメラーゼ阻害活性物質コ
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大会講演要旨集，p. 104 

戸部真紀子、滝川浩郷、佐々木満（2007）：
Pseudodeflectusin の合成、日本農芸化学会 2007
年度大会講演要旨集，p. 104 

三宅秀芳、西野翔子、佐々木満（2007）：3-ブロモフ
ラボンの簡便な合成法ならびにその反応に関す
る研究、日本化学会第86春期年会 講演予稿集、
3PB-018 

三宅秀芳、中尾優一、佐々木満（2007）：第三級ア
ルコールからのイソチオシアナートの選択的な
合成、日本化学会第 86 春期年会 講演予稿集、
3PB-019 

Takikawa, H., Hayashi, K., Hashimoto, T. and Sasaki, M. 
(2007): Synthetic Studies on Decaturins. 4th 
Asia-Pacific Conference on Chemical Ecology 
(Tsukuba, Japan), Book of Abstracts p. 122 

田所栄里子、岩崎杏子、近藤由季、杉本幸裕、三宅
秀芳、滝川浩郷、佐々木満（2007）：ストライゴ
ラクトンの合成と発芽刺激活性、日本農芸化学
会関西支部第452回講演会講演要旨集, p. 1 

橋本貴、松浦真裕子、滝川浩郷、佐々木満（2007）：
アミスギタケ子実体形成因子 basidifferquinone 類
の合成研究、日本農芸化学会関西支部第 452 回
講演会講演要旨集, p. 2 

 
＜その他の学術講演＞ 
滝川浩郷（2005）：生物活性天然有機化合物の合成、

第２回農学バイオフォーラム（神戸大学） 
滝川浩郷（2007）：生物活性天然物の合成と利用、

JSTInnovation Bridge神戸大学研究シーズ発表会 
Sasaki, M. (2007): Current status on organophosphorus 

insecticides and stereochemistry, 17th International 
Conference on Phosphorus Chemistry, Xiamen, China 
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3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（平成17年3月） 
津村隆嗣：1,2－ジオールを用いたアセタール型保護

基の脱保護に関する研究 
飛田憲一：光学活性ヒドロキシ脂肪酸の合成研究 
中嶋貴江：クロモン類の合成と殺菌活性に関する研

究 
 
修士（平成18年3月） 
武知厚吏：3－アミノフラボン類の合成研究 
中山清隆：ヒドロキシ脂肪酸関連化合物の合成研究 
西村明記：ハロゲン化銅(II)を利用した芳香族化合物

の合成 
細江慎太郎：生物活性を有するテルペン類の合成研

究 

松浦真裕子：生物活性を有するラクトン類の合成研
究 

 
修士（平成19年3月） 
近藤由季：ストリゴラクトン関連化合物の合成研究  
戸部真紀子：生物活性を有する含酸素ヘテロ環化合

物の合成 
中尾優一：シュウ酸による炭素‐酸素結合の活性化

を利用した有機合成反応に関する研究 
中西恒平：DNAポリメラーゼ阻害活性物質コハマ酸

の合成研究 
萩原愛：Decaturin類の合成研究 
 

 
 
4．その他の学術研究活動
研究助成金 
（科学研究費） 
基盤研究(C) 滝川浩郷：植物保護を指向したテルペン

系生物活性天然物の合成研究（平成16年度 200
万、17年度、代表） 

特定領域研究（公募）滝川浩郷：15-デオキシオキザ
リシンBの合成研究（平成17年度、代表） 

 
（受託研究） 

科学技術振興機構：佐々木満、平成19年度シーズ発
掘試験「新規作物保護剤の開発」(平成19年、代表) 

 
（奨学寄附金） 
住友化学（株）筑波研究所：佐々木満（平成 17－19

年） 
大塚化学（株）：三宅秀芳（平成18年） 
大塚化学（株）：滝川浩郷（平成18年） 

 
学外研究機関との共同研究
住友化学（株）農業化学品研究所：佐々木満：ヘテ

ロ原子を含有する生物活性物質の合成研究（平
成11-16年、代表） 

住友化学（株）農業化学品研究所：佐々木満：新規
バイオレギュレーターの合成研究（平成17-19年、
代表） 

 
受賞 
 
学会活動 
日本農芸化学会全国評議員：佐々木満(2002－2004) 
日本農芸化学会関西支部評議員：佐々木満(2000－) 
日本農芸化学会関西支部幹事校代表：佐々木満(2003 
－2004) 
日本農薬学会副会長：佐々木満(2003－2005) 
日本農薬学会常任評議員：佐々木満 (2005－) 
日本農薬学会常任編集委員：佐々木満 (2001－) 

農薬デザイン研究会委員長：佐々木満 (2000－) 
日本農芸化学会関西支部評議員：佐々木満 (2000－) 
第11回ＩＵＰＡＣ農薬化学国際会議事務局長：佐々

木満 (2001－2006) 
第11回ＩＵＰＡＣ農薬化学国際会議現地実行委員：

三宅秀芳、滝川浩郷（2006） 

 
社会活動 
国際協力事業団 
佐々木満：「植物保護のための総合防除集団研修コー

ス」および「環境負荷物質の分析技術及びリス
ク評価コース」講師、個別指導 

三宅秀芳：「植物保護のための総合防除集団研修コー
ス」個別指導 

滝川浩郷：「アグロバイオテクノロジー研修コース」
講師、および「植物保護のための総合防除集団
研修コース」個別指導 

 
 

 
特許
新規フラボノイド化合物及びその利用、金沢和樹、

佐々木満：特願 2003-308400（平成 15 年 9 月 1
日）特開2004-123728（平成16年4月22日） 

フラボン化合物およびそれを有効成分とする除草剤
又は殺菌剤、三宅秀芳、佐々木満、今井哲弥、
梅津憲治：特願 2003-6125（平成 15 年 2 月 28

21 



 

日）特開2004-269402（平成16年9月30日） 
３－アミノフラボン化合物の製造方法、佐々木満、

三宅秀芳、滝川浩郷：特願 2004-172249（平成
16 年 6 月 10 日）特開 2005-350390（平成 17 年
12月22日） 

フラボン骨格を有する新規殺菌剤、三宅秀芳、佐々
木満：特願2004-339948（平成16年11月25日）
特開2006-151819（平成18年6月15日） 

 

 
環境分子物理化学分野（平成19年4月改称、旧：生物機能物理化学分野） 

<ジルコニア担持酸化バナジウム触媒の表面構造と触媒反応に関する研究> 
ジルコニア担持酸化バナジウム触媒へ貴金属（Rh など）を添加し、その表面構造とNOx 還元反応との関係を

FTIR とGCMS を用いて検討した。貴金属の少量添加で、プロペンによるNO 還元活性は著しく強められた。

貴金属添加量を増やした場合にはNO 還元活性はさらに強くなるが、添加貴金属のバナジア層表面及び内部の

V=O種の結合への影響はその種類や濃度によって異なっていた。一方、新規の表面積の広い担体ジルコニアに

担持したバナジウム触媒では、従来とは性質の異なる表面 V=O 種が生成することが予想される。この新規な

バナジア触媒上でのプロペンによるNOの還元反応および2-プロパノールの分解反応についてFTIRとGC-MS
を用いて検討している。 
<ラマン分光法による生体分子の構造解析> 
ラマン分光法を生体分子の微量検出および生体分子と生理機能分子との相互作用解析に応用するための基礎研

究を行っている。種々の金属元素やイオンなどを吸着させたアルギン酸、ペクチンなどの食物繊維を、顕微ラ

マンシステムを用いて測定し、密度汎関数法によってラマン散乱強度を計算し、ラマンスペクトルの各バンド

を帰属した。これらの解析結果よりアルギン酸、ペクチン、食物繊維における金属の結合部位や結合様式、さ

らには構造変化を検討中である。 
<バイオマスの活用に関する研究> 
未活用なバイオマス素材である木廃材や竹廃材を、比較的安価ではあるが特殊な加工処理をほどこしてチップ

とすることにより高機能な吸着剤として利用できる可能性がある。現在、種々の樹木、剪定枝や竹などのチッ

プについて、アンモニアや硫化水素ガスなど有害ガスの吸着性能について定容積真空装置を用いて研究してい

る。 
<光合成酸素発生反応機能に関する研究> 
地球の酸化的大気環境を形成し、酸素呼吸型生物の進化を可能にした光合成酸素発生反応の触媒中心であるマ

ンガンクラスターの構造および機能について調べている。主に赤外分光法を用いて分子レベルでのクラスター

構造および酸素発生反応機構の解明に取り組んでいる。 
<タンパク質の熱耐性獲得機構に関する研究> 
タンパク質の耐熱性獲得機構の解明は製薬など産業分野への応用につながる可能性がある。現在、好熱性紅色

光合成細菌由来のタンパク質について、種々の物理化学的、生化学的手法を用いることにより、耐熱性獲得機

能の解明を進めている。 
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基盤研究(C) (1)田中丈幸（分担）：量子化学計算のフ

ラビン酵素反応への適用とその実験的検証、平
成15年度～平成17年度 

若手研究(B) 木村行宏（代表）：光合成酸素発生反応
機構の解明：マンガンクラスターによる水分解
反応の直接検出、平成14年度～平成15年度 

（奨励研究費） 
（独）理化学研究所 中央研究所所長ファンド 木村

行宏（代表）：光合成酸素発生反応における酸素
分子形成プロセスの直接観測、平成16年度 

 
学外機関との共同研究 
大阪府立高専、広島県立大、関西国際大：大野 隆：

担持酸化バナジウム触媒に関する研究、平成 16
年4月～現在 

関西学院大学理工学部，広島大学理学部：田中丈幸：
表面増強ラマン散乱による生体分子の微量検出，
高分子の体積相転移過程における振動スペクト
ル解析、平成16年4月～平成17年11月 

熊本大学大学院医学薬学研究部：田中丈幸：アシル
CoA 脱水素酵素による脱水反応機構の解明およ
び密度汎関数法による分子設計、平成16年4月
～平成17年11月 

大阪大学工学部：田中丈幸：赤外領域および紫外・
可視領域の円偏光二色性分光法と密度汎関数法
による不斉分子の絶対配置推定と立体配座解析、

平成16年4月～平成17年11月 
産業技術総合研究所関西センター：田中丈幸：非経

験的分子軌道法および密度汎関数法による電子
および振動の第二超分極率計算、平成16年4月
～平成17年11月 

愛媛大学総合科学研究支援センター：大野 隆：ラ
マン分光法による生体分子の研究、酵素反応機
構の解明および密度汎関数法による分子設計、
円偏光二色性分光法と密度汎関数法による不斉
分子の絶対配置推定と立体配座解析、平成17年
12月～現在 

茨城大学理学部：木村行宏：紅色光合成細菌由来光
捕集反応中心複合体の構造および機能の解明：
平成19年11月〜現在

 
学会活動 
日本化学会・正会員：大野 隆 
同会生体機能関連化学部会・会員：大野 隆 
日本触媒学会・正会員：大野 隆 
コンピュータ利用教育協議会・正会員：大野 隆 
日本農芸化学会・正会員：大野 隆 
日本エネルギー・資源学会・正会員：大野 隆 
日本コンピュータ化学会・正会員：大野 隆 

日本表面科学会・正会員：大野 隆 
平成１８年度代９９回触媒討論会実施委員会：大野 

隆 
日本化学会・正会員：木村行宏 
日本分光学会・正会員：木村行宏 
日本生物物理学会・正会員：木村行宏 
日本植物生理学会・正会員：木村行宏

 
 
 
植物機能化学分野 

生物有機化学的手法を駆使して低分子有機化合物、タンパク質、核酸等の解析を行い、植物が示す興味深い

現象を分子レベルで解明するとともに植物のもつ有用な代謝機能の解明と利用に取り組んでいる。 
（１）根寄生植物の生活環の制御：コウモリカズラ、ミヤコグサの根器官培養系が生産する種子発芽刺激物質

をそれぞれ(+)-strigol、(+)-deoxystrigol と同定した。これらの培養系を利用して発芽刺激物質の生合成経路を解

析している。 
（２）根寄生植物－宿主植物間相互作用の解析：根寄生植物の接着・侵入に対する宿主植物の応答を、組織化

学的に、また、遺伝子発現レベルで解析しており、宿主植物は親和性の寄生植物に対して共生菌に対するよう

に、非親和性の寄生植物に対して病原菌に対するように応答することが見出された。 
（３）有用植物代謝産物の同定と生合成経路の解明：分子内に塩素原子を含む一群のアルカロイドを生産する

培養系を確立した。塩素導入反応の基質と考えられる成分デクロロダウリカミンを酸化する酵素を見出し、精

製を進めている。 
（４）植物酵素を利用した糖成分の改変：植物酵素(sucrose synthase とgalactinol synthase)の利用により、ショ糖

を改変してガラクチノールを生産する方法の確立を目指している。 
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（５）アルデヒドによる植物タンパク質の修飾と高温ストレス応答への効果：高温ストレスを受けた植物体内

で生成するアルデヒド化合物の植物機能に対する影響、およびアルデヒド化合物が高温ストレス耐性遺伝子を

誘導する性質を生かした、高温ストレス耐性能付与に関する研究に取り組んでいる。 
 
 
1. 公表学術論文 
著書 
Sugimoto, Y. : Induction of novel metabolites by P-450 

inhibitors in cultured roots of Stephania 
cepharantha and Menispermum dauricum. In 
Recent Progress in Medicinal Plants, Vol. 24, 
Standardization of Herbal/Ayurvedic Formulation 

(ed. Govil J. N.), in press. 
Sugimoto, Y., Hori, R. Biosynthesis of chlorinated alkaloids 

in Menispermum dauricum. In Phytochemistry 
Research Progress, Nova  Science Publishers, NY, 
in press. 

 
原著論文

Babiker, H. A. A., Nakajima, H., Inanaga, S., Sugimoto, Y. 
(2004): Biological activities of oxoisoaporphines 
isolated from Menispermum dauricum root cultures. 
In: Recent Research Progress in Medicinal Plants, 
Vol. 4 – Biotechnology and Genetic Engineering (eds. 
Govil, J. N., Kumar, P. A. and Singh, V. K.), Sci 
Tech Pub, USA, pp. 163-174 

Inoue, T., Inanaga, S., Sugimoto, Y., El-Siddig, K. (2004): 
Contribution of pre-anthesis assimilates and current 
photosynthesis to grain yield, and their relationships 
to drought resistance in wheat cultivars grown under 
different soil moisture, Photosynthetica, 42 (1), pp. 
99-104 

Inoue, T., Inanaga, S., Sugimoto, Y., An, P., Enege, A. E. 
(2004): Effect of drought on ear and flag leaf 
photosynthesis of two wheat cultivars differing in 
drought resistance, Photosynthetica, 42 (4), pp. 
559-565 

Badawi, G. H., Kawano, N., Yamauchi, Y., Shimada, E., 
Sasaki, R., Kubo, A., Tanaka, K. (2004): 
Over-expression of ascorbate peroxidase in tobacco 
chloroplasts enhances the tolerance to salt stress and 
water deficit, Physiologia Plantarum, 121(2), pp. 
231-238 

Qi, Y., Yamauchi, Y., Ling, J., Kawano, N., Li, D., Tanaka, 
K. (2004): Cloning of a putative 
monogalactosyldiacylglycerol synthase gene from 
rice (Oryza sativa L.) plants and its expression in 
response to submergence and other stresses, Planta, 
219 (3), pp. 450-458 

Badawi, G. H., Yamauchi, Y., Shimada, E., Sasaki, R., 
Kawano, N., Tanaka, K. (2004): Enhanced tolerance 
to salt stress and water deficit by overexpressing 
superoxide dismutase in tobacco (Nicotiana 
tabacum) chloroplasts, Plant Sci., 166 (4), pp. 
919-928 

An, P., Inanaga, S., Shimizu, H., El-Sidding, K., Li, X., 
Zheng, Y., Hibino, T., Sugimoto, Y. (2004): 
Ameliorating effect of calcium on primary root 
elongation of soybean under sodium stress, Biologia, 
13, 129-135 

Ueda, M., Farah, S. M., Inanaga, S., Takeuchi, Y., 
Sugimoto, Y. (2004): Effect of foliar fertilization on 
sweet melon under saline conditions, Sudanese J. 
Agricultural Research, 4, 3-11 

Sugimoto, Y., Matsui, M., Takikawa, H., Sasaki, M., Kato, 
M. (2005): Dechlorodauricumine from cultured roots 
of Menispermum dauricum, Phytochemistry, 66 (22), 
2626-2630 

Qi, Y., Yamauchi, Y., Ling, J., Kawano, N., Li, D., Tanaka, 
K. (2005): Identification and cloning of a 
submergence induced gene OsGGT (glycogenin 
glucosyltransferase) from rice (Oryza sativa L.) by 
suppression subtractive hybridization, Planta, 221, 
437-445 

Qi, Y., Yamauchi, Y., Ling, J., Kawano, N., Li, D., Tanaka, 
K. (2005): The submergence-induced gene OsCTP in 
rice (Oryza sativa L.) is similar to Escherichia coli 
cation transport protein ChaC,  Plant Sci. 168, 15-22 

Wakiuchi, N., Kamikonya, T., Tomiyasu, R., Hiraoka, Y., 
Yamauchi, Y., Sugimoto, Y. (2006): Development of 
methods for galactinol production using sucrose as a 
starting material, 精糖技術研究会誌, 54, 37-43 

Sugimoto, Y., Matsui, M., Babiker, H. A. A. (2006): 
Conversion of dechlorodauricumine into chlorinated 
alkaloids in Menispermum dauricum root culture, 
Phytochemistry, in press. 

Wakiuchi, N., Yasuda, N. and Sugimoto. Y. Effects of 
terpenoid biosynthesis inhibitors on strigol formation 
in Menispermum dauricum root culture. Sudan 
Journal of Agricultural Research, 10, 93-100, 2007. 

Abdelbagi, M. A., Yasir, S. A., Ahmed, A. E., Dawoud, A. 
D., Yabuta-Miyamoto, S. and Sugimoto, Y. 
Molecular diversity of Striga hermonthica collected 
from different locations and host palnt species. Sudan 
Journal of Agricultural Research, 10, 121-126, 2007. 

Hiraoka, Y. and Sugimoto, Y. Interactions between the 
parasitic weed Striga hermonthica and its host 
Sorghum bicolor at a molecular level. Sudan Journal 
of Agricultural Research, 10, 127-132, 2007. 

Abdelbagi, M. A., Nasrein, M., Ibrahim, N., Hiraoka, Y., 
Yamauchi, Y. and Sugimoto, Y. Marker assisted 
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transfer of stay-green trait of sorghum to enhance 
terminal drought tolerance: Candidate donor and 
recipient genotypes. Sudan Journal of Agricultural 
Research, 10, 133-141, 2007. 

Kondo, Y., Tadokoro, E., Matuura, M., Iwasaki, K., 
Sugimoto, Y., Miyake, H., Takikawa, H. and Sasaki, 
M. Synthesis and seed germination stimulating 
activity of some imino analogs of strigolactones. 
Biosci. Biotechnol. Biochem., 71, 2781-2786, 2007. 

脇内成昭、中野靖史、杉本幸裕（2007）：ショ糖を基
質とした三酵素反応によるガラクチノールの合
成、製糖技術研究会誌、印刷中 

Sugimoto, Y. and Ueyama, T. Production of 

(+)-5-deoxystrigol by Lotus japonicus root culture. 
Phytochemistry, 69, 212-217, 2008. 

Yoneyama, K., Xie, X., Kusumoto, D., Sekimoto, H., 
Sugimoto, Y., Takeuchi, Y., and Yoneyama, K. 
Nitrogen deficiency as well as phosphorus deficiency 
in sorghum promotes the production and exudation of 
5-deoxystrigol, the host regognition signal for 
arbuscular mycorrhizal fungi and root parasites. 
Planta, in press. 

Hiraoka, Y. and Sugimoto, Y. Molecular responses of 
Sorghum bicolor to Striga hermonthica parasitism. 
Weed Science, in press. 

 
その他の学術論文等
宮本純代、杉本幸裕（2005）：根寄生植物ストライガ

の種子発芽戦略，化学と生物，43 (8), 538-541 
 

 
 
2. 学術講演 
杉本幸裕，Julie Scholes，Malcolm Press（2004）：根寄

生植物研究におけるモデル宿主植物としてのミ
ヤコグサ，植物化学調節学会 

上山知樹、伊東ちひろ、山内靖雄、脇内成昭、杉本
幸裕(2004)：ミヤコグサ培養根が生産する根寄
生植物種子発芽刺激物質の精製、日本農芸化学
会関西支部例会 

松井美春、滝川浩郷、佐々木満、山内靖雄、脇内成
昭、杉本幸裕(2004)：コウモリカズラ培養根か
らの dechlorodauricumine の単離・構造決定、日
本農芸化学会関西支部例会 

関久美子、山内靖雄、田中浄、脇内成昭、杉本幸裕 
(2005)：高温と活性酸素が引き起こすリノレン
酸の過酸化が葉緑体タンパク質の化学修飾をも
たらす、日本植物生理学会年会 

杉本幸裕、松井美春、滝川浩郷、佐々木満、加藤昌
子(2005):コウモリカズラにおける含塩素アルカ
ロイド生合成前駆体の単離、日本農芸化学会大
会 

山内靖雄・脇内成昭・杉本幸裕(2005)：高温ストレス
により植物体内で発生するマロンジアルデヒド
が与える生化学的・分子生物学的影響、日本農
芸化学会関西中部支部合同大会 

平岡幸浩、山内靖雄、杉本幸裕（２００５）：根寄生
植物―宿主植物間相互作用の分子解析(I)ストラ
イガの寄生に対するそるガムの応答、植物化学
調節学会 

上山知樹、中辻雅章、浅田雅宣、杉本幸裕（２００
５）：カプセル化による根寄生雑草種子発芽刺激
物質の安定化、植物化学調節学会 

Miyamoto S, Abdelbagi M.A., Sugimoto, Y. (2005): 
Germination strategy of Striga hermonthica involves 
regulation of ethylene biosynthesis, JSPS AA Science 
Platform Program Seminar 

Sugimoto, Y. (2005): Our approach to control the parasitic 
weeds Striga and Orobanche, JSPS AA Science 
Platform Program Seminar 

Hiraoka, Y. Yabuta, S., Yamauchi, Y., Sugimoto, Y. (2005): 
Molecular interactions between the parasitic weed 
Striga hermonthica and its host Sorghum bicolor, 
Pacifichem 2005 

山内靖雄、田中浄、脇内成昭、杉本幸裕（2006）：
高温ストレスにより生成するマロンジアルデヒ
ドが植物に与える生化学的・分子生物学的影響、
日本植物生理学会年会 

脇内成昭、上紺屋朋代、冨安礼奈、平岡幸浩、山内
靖雄、杉本幸裕（2006）：ショ糖を基質とした
ガラクチノールの酵素合成法の開発、精糖技術
研究会 

Yasuda, N., Ueyama, T., Sugimoto, Y. (2006): Isolation of 
strigolactones from root cultures, IUPAC 
International Conference on Biodiversity and Natural 
Products  

Sugimoto, Y., Matsui, M. (2006): Halogenated alkaloids 
from Menispermum dauricum root culture, IUPAC 
International Conference on Biodiversity and Natural 
Products 

杉本幸裕、松井美春（2006）:コウモリカズラ培養根
における含塩素アルカロイドの生合成前駆体の
探索、植物細胞分子生物学会 

上山知樹、杉本幸裕（2006）:ミヤコグサ培養根が生
産する根寄生植物種子発芽刺激物質の同定、植
物分子生物学会 

Ueyama, T., Sugimoto, Y. (2006): Isolation of a 
germination stimulant for root parasitic plants, from 
Lotus japonicus root culture, IUPAC International 
Conference of Pesticide Chemistry 

Tadokoro, E., Iwasaki, K., Takikawa, H., Miyake, H., 
Sugimoto, Y., Sasaki, M. (2006): Synthesis and 
germination stimulating activity of some 
phenyliminoacetates and phenyliminoaceto nitriles, 
IUPAC International Conference of Pesticide 
Chemistry 
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Kondo, Y., Takikawa, H., Miyake, H., Sugimoto, Y., 
Sasaki, M. (2006): Synthesis and germination 
stimulating activity of some imino-analogs of 
strigolactones, IUPAC International Conference of 
Pesticide Chemistry 

Hiraoka, Y., Sugimoto, Y. (2006):  Interactions between 
the parasitic weed Striga hermonthica and its host 
Sorghum bicolor at a molecular level, IUPAC 
International Conference of Pesticide Chemistry 

Sugimoto, Y., Yasuda, N., Ueyama, T., Wakiuchi, N. 
(2006): Strigolactones, germination stimulants for 
parasitic weeds Striga and Orobanche; action 
mechanisms, in vitro production and biosynthesis, 
IUPAC International Conference of Pesticide 
Chemistry 

中本ちひろ、平岡幸浩、山内靖雄、杉本幸裕（2006）:
高温にさらされたシロイヌナズナでのマロンジ
アルデヒドの機能解析、植物化学調節学会 

平岡幸浩、杉本幸裕（2006）: 根寄生植物ー宿主植物
間相互作用の分子解析(II) ストライガの寄生に
対する感受性の異なるソルガムの応答、植物化
学調節学会 

Abdelbagi, M.A., Yasir, S.E., Elfatih, A.A., Dafalla, A.D., 
Yabuta-Miyamoto, S., Sugimoto, Y. (2006): 
Molecular diversity of Striga hermonthica collected 
from different locations and host plant species, JSPS 
AA Science Platform Program 

Sugimoto, Y., Ueyama, T., Yasuda, N., Wakiuchi, N. 
(2006): In vitro production and biosynthesis of 
strigolactones, germination stimulants for parasitic 
weeds Striga and Orobanche, JSPS AA Science 
Platform Program 

Hiraoka, Y., Sugimoto, Y. (2006): Interactions between the 
parasitic weed Striga hermonthica and its host 
Sorghum bicolor at a molecular level, JSPS AA 
Science Platform Program 

Abdelbagi, M.A., Nasreen, M.K., Ibrahim, N., Hiraoka, Y., 
Sugimoto, Y. (2006): Marker assisted breeding of 
stay-green trait to enhance drought tolerance in 
sorghum, JSPS AA Science Platform Program 

杉本幸裕（2006）:根圏情報物質ストライゴラクトン
の化学と機能、植物化学シンポジウム 

古寺亜衣、山内靖雄、杉本幸裕（2006）:高温ストレ
スを受けたシロイヌナズナにおけるアルデヒド
生成機構の解析と被修飾タンパク質の探索、日
本農芸化学会関西支部例会 

Sugimoto, Y. (2007): Molecular analysis of Lotus 
japonicus response against Orobanche crenata and 
Striga hermonthica parasitism, Japan-Israel 
Binational Workshop on Aspects of parasitic weeds: 
Biology and Control 

平岡幸浩、杉本幸裕（2007）：親和性の根寄生植物
Orobanche crenata および非親和性の Striga 
hermonthica の侵入に対するミヤコグサの応答
の分子解析、日本農芸化学会大会 

杉本幸裕、松井美晴（2007）：Dechlorodauricumine
はコウモリカズラにおける含塩素アルカロイド
の生合成前駆体である、日本農芸化学会大会 

古寺亜衣、山内靖雄、杉本幸裕（2007）:光照射下で
高温ストレスを受けたシロイヌナズナにおいて
マロンジアルデヒドはリノレン酸から生じてタ
ンパク質を化学修飾する、日本農芸化学会大会 

上山知樹、杉本幸裕（2007）：ミヤコグサ根による
(+)-5-deoxystrigolの培養生産、日本農芸化学会大
会 

謝肖男、米山香織、楠本大、山田洋一、竹内安智、
米山弘一、杉本幸裕、横田孝雄、Rani Kumkum、
Bouwmeester Harro、Zwanenburg Binne、Alectrol
の構造について、日本農芸化学会大会 

脇内成昭、中野靖史、杉本幸裕（2007）：ショ糖を基
質とした三酵素反応によるガラクチノールの
合成、製糖技術研究会 

Ueda, H., Sugimoto, Y. (2007): Molecular analysis of 
Lotus japonicus response against Orobanche 
aegyptiaca and Striga hermonthica parasitism, 9th 
World Congress on Parasitic Plants 

Sugimoto, Y. (2007): In vitro production of strigolactones 
by plant root cultures, 9th World Congress on 
Parasitic Plants 

堀梨恵子、松井美春、西村佳那子、山内靖雄、杉本
幸裕（2007）：コウモリカズラ培養根より調製
した粗酵素による含塩素アルカロイドの生合成
前駆体の変換、日本植物細胞分子生物学会 

澤田竜太郎、宮本純代、平岡幸浩、山内靖雄、杉本
幸裕（2007）：前培養中の刺激物質処理が根寄
生植物種子のエチレン生合成および発芽に与え
る影響の解析、日本植物細胞分子生物学会 

北卓郎、岡澤敦司、Narumol Suksamran、平岡幸浩、
福崎英一郎、杉本幸裕、小林昭雄（2007）：寄
生植物 Striga hermonthica 由来光受容体フィトク
ロム相同遺伝子の単離、日本植物細胞分子生物
学会 

杉本幸裕（2007）：寄生植物の生存戦略と宿主植物
の応答 兵庫バイオテクノロジー研究会 

平岡幸浩、杉本幸裕（2007）：根寄生植物―宿主植
物間相互作用の分子解析(III) ストライがの寄生
に対して感受性が異なるソルガムの分子応答、
植物化学調節学会 

植田浩章、平岡幸浩、杉本幸裕（2007）：根寄生植
物の寄生に対するミヤコグサの応答の分子解析、
植物化学調節学会 

Sugimoto, Y. (2007): Collaborative activities between 
Kobe University and ARC, Sudan. JSPS/JST 
International Symposium on Toward Advanced Use 
of African Resources in Plant Science 

Hiraoka, Y., Sugimoto, Y. (2007): Molecular responses of 
sorghum roots to Striga hermonthica parasitism. 
JSPS/JST International Symposium on Toward 
Advanced Use of African Resources in Plant Science 

Okazawa, A., Trakulnaleamsaio, C., Kita, T., Hiraoka, Y., 
Fukusaki, E., Yoneyama, K., Takeuchi, Y., Sugimoto,  
Y., Kobayashi, A. (2007): Phytochromes in parasitic 
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plants, Orobanche minor and Striga hermonthica. 
JSPS/JST International Symposium on Toward 
Advanced Use of African Resources in Plant Science 

田所栄里子、岩崎杏子、近藤由季、杉本幸裕、三宅
秀芳、滝川浩郷、佐々木満（2007）：ストライ

ゴラクトンの合成と発芽刺激活性、日本農芸化
学会関西支部例会 

古寺亜衣、山内靖雄、杉本幸裕 (2007)：高温処理を
施したアラビドプシスにおいて蓄積するアルデ
ヒドによる修飾を受けたタンパク質の探索と解
析、日本農芸化学会関西支部例会 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
修士（平成17年3月） 
伊東ちひろ：ミヤコグサが生産する根寄生植物種子

発芽刺激物質の精製 
修士（平成18年3月） 
松井美春：コウモリカズラ培養根が生産する含塩素

アルカロイドの生合成経路の解明 

修士（平成19年3月） 
上山知樹： In vitro production of (+)-5-deoxystrigol and 

evaluation of encapsulated strigolactones to control 
Striga germination 

関久美子：植物体内でアルデヒド化合物により修飾
を受けるタンパク質の生化学的解析 

 
 
4．その他の学術研究活動 
学術講演会の開催 
Abdel Gabar Babiker（平成17年9月）：杉本幸裕：The 

witchweed Striga hermonthica （神戸大学農学部） 
AA Science Platform Program Seminar on Agricultural 

Problems in Sudan and the Countermeasures 
(sponsored by JSPS), Kobe University, Centennial 
Hall, November 29th, 2005, Organized by Yukihiro 
Sugimoto 

Abdelbagi Mukhtar Ali (2006 年 6 月) ：杉本幸裕：
Breeding and molecular research to address major 
crop production constraints in Sudan（神戸大農学
部） 

Binne Zwanenburg (2006年8月) ：杉本幸裕： Molecular 
approach to the witchweed problem - the chemistry 
behind the germination of the parasitic weeds, Striga 
and Orobanche spp -（神戸大農学部） 

AA Science Platform Program Seminar on Prospects of 
water management and parasitic weeds control in 
Sudan (sponsored by JSPS), Agricultural Research 
Corporation, Hussein Idris Conference Hall, Wad 
Medani, Sudan, November 6-7th , 2006, Organized 

by Abdelbagi Mukhtar Ali and Yukihiro Sugimoto 
Dr. David Chikoye (2007年4月) ：杉本幸裕： Integrated 

Weed Management in Savanna（神戸大農学部） 
Dr. Satoru Muranaka (2007年4月) ：杉本幸裕： Striga 

gesnerioides in West Africa and Development Marker 
Assisted Selection Method for Striga Resistancein 
Cowpea（神戸大農学部） 

Nasrein Mohamed Kamal Omer (2007年11月) ：杉本幸
裕：Marker assisted breeding of the Stay Green Trait 
of sorghum to enhance terminal drought tolerance in 
Sudan（神戸大農学部） 

JSPS/JST International Symposium on Toward Advanced 
Use of Africa Resources in Plant Science, Riken 
Yokohama Institute, November 27th, 2007, Organized 
by Akiho Yokota, Yukihiro Sugimoto and Toshiya 
Muranaka 

藤井義晴 (2007年12月) ：杉本幸裕： アレロパシー
植物の探索と作用物質の同定および農業への影
響（神戸大農学部） 

 

 
研究助成金 
21世紀COE乾燥地科学プログラム：杉本幸裕（研究

協力者）（平成16-18年度） 
基盤研究(C)：杉本幸裕（代表）：高生産培養系を利用

した根寄生雑草種子発芽刺激物質の生合成経路
の解析（平成16年度） 

アジア・アフリカ学術基盤形成事業：杉本幸裕（コ
ーディネーター）：スーダンにおける食糧生産の
増大と安定化を目指した水資源管理と寄生雑草
の防除（平成17-19年度） 

基盤研究(C)：杉本幸裕（代表）：寄生過程における宿
主植物－根寄生植物間相互作用の分子解析（平
成17-18年度） 

基盤研究(B)：杉本幸裕（代表）：根寄生植物ストライ

ガの繁殖を規定する宿主植物ソルガムの形質お
よび環境要因の解析（平成17-19年度） 

基盤研究（A）:杉本幸裕（分担）：ストリゴラクトン
生合成・分泌の分子機構とその調節による寄
生・共生の制御（平成18-19年度） 

基盤研究（C）:山内靖雄（分担）：過酸化脂質由来の
活性アルデヒドの葉緑体での代謝と環境ストレ
スにおける生理的意義（平成18-19年度） 

ひょうご科学技術協会奨励研究助成:山内靖雄（代
表）：植物の環境ストレスシグナル因子としての
マロンジアルデヒドの機能解析と応用（平成 18
年度） 

 
学外研究機関との共同研究 
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鳥取大学乾燥地研究センター：杉本幸裕：半乾燥地
における植物生産に被害をもたらしている難防
除性植物の制御（平成16-19年度） 

神戸パピルス研究所：脇内成昭：パピルス（Cyperus 
papyrus L.）の有効利用 

かずさディー・エヌ・エー研究所：山内靖雄：シロ
イヌナズナを用いた光等へのシグナル応答解析 

総合地球環境学研究所：杉本幸裕：アラブ社会にお
けるサブシステンス生態系の研究（平成19年度）

 
国際協力 
国際協力事業団：杉本幸裕：JICA 植物保護のための

総合防除研修コース講師（2005-2007） 
国際協力事業団：杉本幸裕：JICA アグロバイオテク

ノロジー研修コース講師（2006-2007） 
  
学会活動 
植物化学調節学会評議員：杉本幸裕 
（平成16-19年度） 
植物化学調節学会編集委員：杉本幸裕 
（平成16-19年度） 
日本農芸化学会関西支部評議員：杉本幸裕 
（平成16-19年度） 

日本植物細胞分子生物学会評議員：杉本幸裕 
（平成18-19年度） 
 大会実行委員（平成19年度） 
11thIUPAC農薬化学国際会議現地実行委員：杉本幸裕 
（平成17-18年度） 

 
特許 
植物根寄生植物の防除方法、浅田雅宣、中辻雅章、 河原有三、杉本幸裕（特許公開2006-119689）
 
 
 
動物資源利用化学分野 
 岡山高秀研究内容：食肉の熟成指標の検索を目的として実験を進めている。これまで、牛肉の熟成中におけ

る低分子量タンパク質の解析を行った。その結果、熟成に伴い顕著に増加するいくつかの低分子量成分が見出

された。現在、味・においセンサを用いた牛肉の熟成過程の風味の評価と解析を進めている。味・においセン

サで得られた結果、理化学的分析の結果および官能検査の評価との相関関係を追究し、熟成中の風味の変化を

わかりやすく図式化、数値化することを試みている。また、発色剤無添加の長期熟成型生ハムの発色色素のモ

デル系による発現機構の解明、その有効利用に関する研究を行っている。亜硝酸塩無添加で鮮赤色を呈する新

規食肉製品の開発を目的としている。 
 山之上 稔研究内容： 食肉の熟成による硬直解除と軟化機構を、軟らかさに影響する筋原線維の構成タンパ

ク質コネクチンおよびパラトロポミオシンの相互作用変化に着目して追究している。これまで Ca イオンによ

る筋原線維 A-I 接合部領域のコネクチンとパラトロポミオシンとの結合の変化を明らかにしており、現在同領

域を構成する組換えコネクチンドメインを用いてパラトロポミオシンとの結合を詳細に調べている。一方、筋

原線維Z線近傍のコネクチンの一部が食肉の熟成の進行に応じて断片化され、筋漿へ溶離し増加することを明

らかにしている。この現象解明のため組換えコネクチン断片に対する抗体を作製して解析に利用するとともに、

同断片の応用可能性を検討している。さらに、牛肉の品質は脂肪含量・交雑、脂肪酸組成などの脂肪関連成分

に大きく影響されることから、牛肉の食味品質の評価指標としての脂肪関連成分の分析に着手している。 

 

2004年（平成 16年）～2007年（平成19年） 
 
1. 公表学術論文
著書 
岡山高秀 (2005)分担：第５章 生産・加工方法の鑑

別・鑑定, 第２節 食肉製品の製造方法,太田ら
編集｢食品鑑定技術ハンドブック｣, pp.148-156,  
(株)サイエンスフォーラム, 東京． 

岡山高秀(2005)分担：食肉の利用学, Ⅶ.食肉および
食肉製品の保蔵技術と安全管理, 14 講（２）保

蔵技術, 15 講(4) 食肉のトレーサビリティ,  
阿久澤ら編著｢乳肉卵の機能と利用｣, pp.250 253, 
255-257, (株) アイ・ケイコーポレーション, 
東京． 

山之上 稔（2006）分担：2.3 食肉成分のサイエンス、
「 新畜産物利用学」pp.110-122, 朝倉書店、東
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京.  
 
原著論文
Okayama,T., Iwanaga,S., Kamisoyama,H., Numata,M., 

Sakata,R. and Muguruma,M. (2004): Effect of 
antioxidants on color change and lipid oxidation of  
sliced roast beef. Proc. 50th Inter. Con. Meat Sci. 
Technol., Session 4 in CD, 4 pages. 

Nakade,K., Muguruma,M., Inoue,Y., Kawahara,S., 
Yamauchi,K., Nakayama,T., Maruyama,M., 
Okayama,T. and Numata,M. (2004): Isolation and 
purification of ACE inhibitory peptide derived from 
chicken bone extract. Proc. 50th Inter. Con. Meat Sci. 
Technol., Session 5 in CD, 3 pages. 

Kato N., Iwanaga S., Okayama T., Isawa H., Yuda M., and 
Chinzei Y.(2005) : Identification and characterization 
of the plasma kallikrein-kinin system inhibitor, 
haemaphysalin, from hard tick, Haemaphysalis 
longicornis. Thromb. Haemost., 93, 2, 359-367. 

Kato N., Okayama T., Isawa H., Yuda M., Chinzei Y., and 
Iwanaga S.(2005): Contribution of the N-terminal and 
C-terminal domains of haemaphysalin to inhibition of 
activation of plasma kallikrein-kinin system. J. 
Biochem.,  138, 3, 225-235. 

Okayama, T.,M.Iwasaki, H.Kamisoyama, M.Muguruma,  
K.Kaya, K.Nodake, M.Numata, M.Okada, J.Kita, 
E.Tokuyama and T.Uchida. (2006):The use of taste 
and odor sensors to evaluate the flavor of beef during 
conditioning. Proc. 52th Inter. Con. Meat Sci. 
Technol., 567-568. 

Ahhmed,A.H., N.Matsumoto, S.Kawahara, K.Ohta, 
R.Kuroda T.Okayama, K.Nakade, M.Numata, 
T.Nakamura and M.Muguruma. (2006): Effects of 
various treatments on the texture softening of 

post-breeding mature cows meat. Proc. 52th Inter. Con. 
Meat Sci.Technol., 431-432. 

Okayama,T., A.Yanagi, H.Kamisoyama, M.Muguruma,  
K.Kaya, K.Nodake and M.Numata.(2007):Attmpt to 
draw a map corresponding to changes in the taste of 
beef during conditioning as evaluated by the use of 
taste sensors . Proc. 53rd Inter. Con. Meat Sci. 
Technol., 413-414. 

Ahhmed,A.H., S.Kawahara, K.Ohta, T.Okayama, 
T.Nakamura and M.Muguruma. (2007): 
Differentiation in the performance of protein 
crosslinks induced by transglutaminase in the muscle 
fiber of chicken and beef. Proc. 53rd Inter. Con. Meat 
Sci.Technol., 235-236. 

J-F.Liaw, K., Mori, S., Hashimoto, S., Sugimitsu, M., 
Hayashi, T., Yamanoue, M., Tatsumi, R., Ikeuchi, Y. 
and Ito, T. (2004): Chemical Cross-linking of Actin 
and Myosin Subfragment-1 in Rigor Complex. J. Fac. 
Agr., Kyushu Univ., 49, pp.111-118 (f) 

Yamanoue, M., Matsuda, S., Wakamatsu, J.-I. and Hattori, 
A. (2005): Cloning and Expression of DNA Fragment 
Encoding Paratropomyosin Binding Connectin/Titin 
Domains at the A-I Junction of A Sarcomere, Proc. 
51st ICoMST, 1606-1610. 

 Yamanoue, M., Ichikawa, T., Matsuda S. and Toyoda, K. 
(2007): Binding of Paratropomyosin to 
Connectin/Titin Domains Located at the A-I Junction 
of Chicken Myofibrils, Proc. 53rd ICoMST, 191-192.  

 
 

その他の学術論文等 
岡山高秀(2004):スライスローストビーフの色調と脂質 
の酸化に及ぼす各種抗酸化剤の影響、平成15年度食肉に

関する助成研究調査成果報告書、Vol.22、 
(財)伊藤記念財団、pp.197-202.食肉に関する助成研究調

査成果報告書、Vol.22、 
喜多純一・岡山高秀(2006)：におい識別装置による食 
品の評価：食肉の科学、47、13-19. 
岡山高秀(2007)：食肉の科学―と畜･解体から食肉へー平

成17年度JAS認定製造業者品質管理責任者 
等講習会テキスト、pp.81-100、(有)食肉科学技術研究所. 

岡山高秀(2007)：2007年版「食肉加工基礎講座」講座Ⅳ 
加工工程の基礎 ３)くん煙･加熱，pp.1-15、（社）日本

食肉加工協会. 
岡山高秀(2007):食肉の品質評価技術―センサー技術を

用いた牛肉の風味の評価：冷凍、82(No.962)、34-38． 
山之上 稔・松田 直 (2005): 食肉軟化を誘起するパラト

ロポミオシン結合ドメインの微生物発現、平成16
年度食肉に関する助成研究調査成果報告書、23, 
199-204. 

 
 
2. 学術講演 
岡山高秀･曽根安都子･岩永史朗･伊東 徹･沼田正

寛・坂田亮一 (2004)：スライスローストビー
フの色調と脂質の酸化に及ぼす各種抗酸化剤の
影響：第103回日本畜産学会講演要旨、p.163. 

Okayama,T., Iwanaga,S., Kamisoyama,H., Numata,M., 
Sakata,R. and Muguruma,M. (2004): Effect of 
antioxidants on color change and lipid oxidation of  
sliced roast beef. 第50回国際食肉科学技術会議講

演要旨, Session 4 in CD, 4 pages,フィンランド. 
Nakade,K., Muguruma,M., Inoue,Y., Kawahara,S., 

Yamauchi,K., Nakayama,T., Maruyama,M., 
Okayama,T. and Numata,M. (2004): Isolation and 
purification of ACE inhibitory peptide derived from 
chicken bone extract. 第50回国際食肉科学技術会
議講演要旨, Session 5 in CD, 3 pages,フィンラン
ド. 
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吉村悦美・岩永史朗・岡山高秀・坂田亮一・沼田正
寛 (2005) : パルマハムの赤色色素亜鉛プロト
ポルフィリンⅨ(ZPP) 生成促進成分の検索：第
105回日本畜産学会講演要旨、p.104. 

坂田亮一・押田敏男・岡山高秀・沼田正寛・中出浩
二・斉 曉輝・金 輔建(2005)：中国産生ハム中
に生じる赤色色素の特性：第 105 回日本畜産学
会講演要旨、p.104. 

岡山高秀・岩崎将志・彼谷美悠生・野嶽将一・沼田
正寛・岡田昌之・喜多純一・徳山絵生・内田享 

  弘(2006)：味・においセンサを用いた牛肉の熟成
過程における風味の解析：第 106 回日本畜産学
会講演要旨、p. 166. 

Okayama,T., M.Iwasaki, H.Kamisoyama, M.Muguruma,  
K.Kaya, K.Nodake, M.Numata, M.Okada, J.Kita, 
E.Tokuyama and T.Uchida. (2006):The use of taste 
and odor sensors to evaluate the flavor of beef during 
conditioning. Sci. , 第52回国際食肉科学技術会議
講演要旨, 567-568,アイルランド. 

Ahhmed,A,H., N.Matsumoto, S.Kawahara, K.Ohta, 
R.Kuroda T.Okayama, K.Nakade, M.Numata, 
T.Nakamura and M.Muguruma. (2006): Effects of 
various treatments on the texture softening of 
post-breeding mature cows meat. 第52回国際食肉
科学技術会議講演要旨,  431-432,アイルランド. 

岡山高秀・柳 淳・彼谷美悠生・野嶽将一・沼田 
正寛：牛肉の熟成過程における呈味物質の変化に
対応するテイストマップ(味の地図)の作成
（2007）：第107回日本畜産学会講演要旨、p.129. 

辻 聡・金井 理・樋口清志・岡山高秀・押田敏雄・
坂田亮一(2007)：鶏胸肉の物性と食味性の向上に
及ぼす通電処理効果：第48回日本食肉研究会要
旨、 p.42-46. 

Okayama, T.,A.Yanagi, H.Kamisoyama, M.Muguruma,  
K.Kaya, K.Nodake and M.Numata.(2007):Attmpt to 
draw a map corresponding to changes in the taste of 
beef during conditioning as evaluated by the use of 
taste sensors . 第53回国際食肉科学技術会議講演
要旨,  413-414,中国. 

Ahhmed,A.H., S.Kawahara, K.Ohta, T.Okayama, 
T.Nakamura and M.Muguruma. (2007): 
Differentiation in the performance of protein 
crosslinks induced by transglutaminase in the muscle 
fiber of chicken and beef. 第53回国際食肉科学技
術会議講演要旨, 235-236,中国. 

久保貴司・山之上 稔（2004）：熟成に伴う食肉タン
パク質変化の2D-PAGE法による解析（第２報）：
第103回日本畜産学会大会講演要旨集, p.185 

松永賢一・山之上 稔（2004）：熟成に伴い鶏肉筋漿
中に溶離したコネクチン断片遺伝子のクローニ
ング：第54回関西畜産学会大会講演要旨集, p.22  

山之上 稔・松田 直・若松純一・服部昭仁 (2005): コ
ネクチンのパラトロポミオシン結合断片の大腸
菌での発現と精製、第 104 回日本畜産学会大会
要旨集p.180 

Yamanoue, M.,  Matsuda, S., Wakamatsu, J.-I.  and 
Hattori, A. (2005): Cloning and expression of DNA 
fragment encoding paratropomyosin binding 
connectin/titin domains at the A-I junction of a 
sarcomere. 51st ICoMST  (Book of Abstract, 
p.123). 

松永賢一・高木道浩・山之上 稔 (2005): 熟成に伴い
食肉の筋漿中に溶離するコネクチン断片の大腸
菌発現と抗体作成、第 105 回日本畜産学会大会
要旨集p.98 

山之上 稔・松永賢一・高木道浩 (2006): 熟成中の鶏
肉筋漿および筋原線維におけるコネクチンZ 線
近傍領域の消長、第 106 回日本畜産学会大会要
旨集p.160 

山之上 稔・市川 貴志・安村 明希子・松田 直 
(2006): 鶏サルコメア A-I 接合部のコネクチンド
メインとパラトロポミオシンの結合について、
第56回関西畜産学会大会要旨集p.12 

市川貴志・山之上 稔 (2006): 鶏サルコメア A-I 接合
部領域のコネクチン２量体ドメインの大腸菌発
現、第56回関西畜産学会大会要旨集p.12 

大西一政・高木道浩・山之上 稔 (2006): 鶏肉Z線近
傍コネクチン 12-kDa 断片の抗体作製、第 56 回
関西畜産学会大会要旨集p.13 

市川貴志・杉 佳那恵・山之上 稔 (2006): コネクチン
43-kDa 断片構成ドメインの大腸菌発現及びパラ
トロポミオシンとの結合領域、第 447 回日本農
芸化学会関西支部講演会要旨集p.6 

大西一政・高木道浩・山之上 稔 (2006): 筋原線維 Z
線近傍コネクチン断片の大腸菌発現およびマウ
スによる抗体作製、若手フロンティア研究会
2006概要集p.7 

山之上 稔・市川貴志・杉 佳那恵（2007）：コネクチ
ン43-kDa断片の二連続する構成ドメインの大腸
菌発現及び精製、第 107 回日本畜産学会大会要
旨集p.128  

Yamanoue, M., Ichikawa, T., Matsuda, S. and 
Toyoda,K.(2007): Binding of Paratropomyosin to 
Connectin/Titin Domains Located at the A-I Junction 
of Chicken Myofibrils. 第53回国際食肉科学技術
会議講演要旨,pp191-192. 

大西一政・津留崎芳子・高木道浩・山之上稔 (2007)：
鶏筋原線維コネクチンのサルコメア Z 線近傍に
おけるプロテアーゼ分解、第57回関西畜産学会
大会要旨集p.14  

 

 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 
博士（平成17年3月） 
加藤紀子：Haemaphysalis longicornis 唾液腺由来カリ

ク レ イ ン - キ ニ ン シ ス テ ム 阻 害 剤
-Haemaphysalin-に関する研究 
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修士（平成16年3月） 
岡田真一：フタトゲチマダニ（Haemaphysalis 

longicornis）唾液腺由来新規接触相阻害物質の構
造機能 

藤田龍平：吸血性ダニ唾液腺由来 Kunitz 型タンパク
質の生理活性の探索 

陸岡大輔：吸血性ダニ（Haemaphysalis longicornis）唾

液腺由来トロンビンインヒビターの構造機能動

物由来生理活性物質の探索・同定 
久保貴司：熟成に伴う食肉タンパク質変化の解析に

関する研究 

修士(平成17年3月) 
柳橋和幸：カズキダニ(Orinithodoros moubata)唾液腺

由来cDNAの大量解析及び新規活性物質の検索 
松田 直：鶏筋原線維A-I 接合部におけるコネクチン

‐パラトロポミオシン間相互作用の解明 
修士(平成18年3月) 
清水美由紀：カズキダニ(Omithodoros moubata)唾液腺

由来新規補体物質の精製及び同定 
松居優美：カズキダニ(Omithodoros moubata)唾液腺由

来血液凝固阻害物質の精製及び機能解析 
吉村悦美：パルマハムの赤色色素亜鉛プロトポルフ

ィリンⅨ生成促進成分の検索 

森澤直子：鶏筋原線維からのコネクチン 400-kDa 断
片の新規精製法に関する研究 

徐 麗紅：中国と日本における牛肉肉質規格の比較 
松永賢一：熟成に伴い鶏肉筋漿中に増加するコネク

チン断片に関する研究 

修士(平成19年3月) 
阿部伸太郎:マウス由来 3T3-L1 脂肪細胞を用いたリ

ポプロテインの取り込みと抑制に関する研究 
 

 
 
4．その他の学術研究活動
研究助成金 
奨学寄附金：うま味研究会：岡山高秀：牛肉の熟成
過程における各種呈味物質に対するテイストマップ 
(味の地図)の作成: 平成15-16年 
奨学寄附金：伊藤ハム(株)：岡山高秀：研究助成のた

め：平成16年 
科学研究費：基盤研究 B:豊田浄彦代表・岡山高秀分

担：電気インピーダンス・トモグラフィ
による農産食品の異物検出法の開発：
16-17年 

奨学寄附金： (株)アルコエコ：岡山高秀：研究助成
のため：平成17年 

奨学寄附金:伊藤ハム(株): 岡山高秀：食肉に対する抗
酸化剤の影響: 平成17年 

奨学寄附金：(株)トーホー：岡山高秀：鮮度保持に関
する研究: 平成18年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株):岡山高秀：食肉製品の発色

に関する研究 : 平成18年 

奨学寄附金：(株)トーホー：岡山高秀：鮮度保持に関
する研究(継続): 平成19年 
奨学寄附金:伊藤ハム(株):岡山高秀：食肉製品の発色

に関する研究 (継続): 平成19年 
伊藤記念財団研究助成、山之上 稔（代表）:食肉軟化を

誘起するパラトロポミオシン結合ドメインの微生物
発現（H.16） 

萌芽研究 （継続）、山之上 稔（代表）: 機能性食肉
タンパク質・ペプチドの微生物大量発現系の構築
（H.16） 

受託研究、山之上 稔（代表）：(財)新産業創造研究
機構、モノクローナル抗体を利用する食肉熟成
度評価法の開発（19 年度イノベーションセンタ
ー インキュベート事業）(H.19) 

基盤研究(B)、豊田淨彦（代表）、山之上 稔（分担）：
肉牛資源の戦略的価値形成のための非破壊牛肉品
質評価システムの開発 (H.19) 

 
学外研究機関との共同研究 
伊藤ハム（株）中央研究所:岡山高秀:パルマハム中に

存在する新規発色色素に関する研究； 
   味・においセンサを用いた食肉の風味の客観

的評価法の検討 
北海道大学大学院農学研究院食肉科学研究室：山之

上 稔：パラトロポミオシンに関する研究 
伊藤ハム（株）中央研究所：山之上 稔：モノクロー

ナル抗体を利用する食肉熟成度評価法の開発 

 
国際交流 
平成17-18年：日中拠点大学交流事業（日本学術振興

会）：山之上 稔 
 

 
公開講座 
農学部公開講座、山之上 稔、牛肉のおいしさとその 要因 —  構造および化学成分（H.17） 
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学会活動 
平成元年～現在：日本食肉研究会・評議員：岡山高

秀 
平成11年～現在: 日本農芸化学会関西支部・評議員:

岡山高秀 
平成 17-21 年：日本畜産学会・機関誌編集委員会委
員：岡山高秀 

平成19-20年：日本畜産学会関西支部・代議員：岡山
高秀 
平成19-21年：日本畜産学会・代議員：岡山高秀 
平成13年-現在:日本食肉研究会編集幹事：山之上 稔 
平成15-17年：日本農芸化学会代議員：山之上 稔 

 
社会活動 
平成16年-現在：経済産業省：地域技術開発事業に係
わる事前評価委員：岡山高秀 

 

 
特許 
 なし

 
 
 
微生物機能化学分野 
微生物機能化学教育研究分野では、有用酵素を生産する微生物を検索し、それらが生産する酵素の性質を明

らかにすることを目的として研究を進めている。また、近年、微生物による環境浄化に対する期待の高まりか

ら、本教育研究分野では、一般に環境汚染物質として知られている芳香族化合物の微生物による代謝に関する

研究を進めている。これらの研究の中で、微生物による2-aminophenol代謝について示す。本教育研究分野では、

2-aminophenolを唯一の炭素源および窒素源として生育できるPseudomonas sp. AP-3を分離し、その代謝経路に

ついて解析してきた。微生物による芳香族化合物代謝における key 酵素は、芳香環開裂反応を触媒する酵素で

あるが、本菌は、2-aminophenolを直接メタ開裂する新規芳香環開裂酵素、2-aminophenol 1,6-dioxygenaseを有し

ていた。本酵素を電気泳動的に均一に精製し、その酵素特性を明らかにした。さらに、本酵素をコードする遺

伝子（amnBA）をクローニングし、その塩基配列を決定したところ、本菌はamnBAを先頭に、amnBAFEDEHG
の順で配置する遺伝子群を有していた。AmnC、E、F、G、H は、それぞれ既報のメタ開裂経路に関与する酵

素のアミノ酸配列と高い類似性を示し、AmnDはP. pseudoalcaligenes JS45由来の2-aminomuconate deaminaseと
N 末端アミノ酸配列において 68.2％の類似性を示した。そこで、amnC、D、E、F がコードしていると思われ

る、2-aminomuconate 6-semialdehyde dehydrogenase、2-aminomuconate deaminase、4-oxalocrotonate decarboxylase、
および2-oxopent-4-enoate hydrataseを精製し、その酵素化学的性質を明らかにした。また、精製酵素のN末端ア

ミノ酸配列は、amnC、D、E、F から推定されるアミノ酸配列と完全に一致した。以上の結果から、amn 遺伝

子群は2-aminophenol代謝酵素系をすべてコードしていると結論した。 
 
 
1. 公表学術論文 
原著論文
Orii, C., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2004): 

A novel coupled enzyme assay reveals an enzyme 
responsible for the deamination of a chemically 
unstable intermediate in the metabolic pathway of 
4-amino-3-hydroxybenzoic acid in Bordetella sp. 
strain 10d. Eur. J. Biochem., 271, pp. 3248-3254. 

Matsumura, E., Ooi, S., Murakami, S., Takenaka, S., and 
Aoki, K. (2004): Constitutive synthesis, purification, 
and characterization of catechol 1,2-dioxygenase from 
the aniline-assimilating bacterium Rhodococcus sp. 

AN-22. J. Biosci. Booeng., 98, pp. 71-96. 
Takenaka, S., Setyorini, E., Kim, Y. -J., Murakami, S., and 

Aoki, K. (2005): Constitutive synthesis of enzymes 
involved in 2-aminophenol metabolism and inducible 
synthesis of enzymes involved in benzoate, 
p-hydroxybenzoate, and protocatechuate metabolism 
in Pseudomonas sp. strain AP-3. Biosci. Biotechnol. 
Biochem., 69, pp. 1033-1035. 

Matsumura, E., Sakai, M., Hayashi, K., Murakami, S., 
Takenaka, S., and Aoki, K. (2005): Constitutive 
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expression of catABC genes in the aniline-assimilating 
bacterium Rhodococcus sp. AN-22: production, 
purification, characterization and gene analysis of 
CatA, CatB and CatC. Biochem. J., 393, pp. 219-226. 

Setyorini, E., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
(2006): Purification and characterization of two novel 
halotolerant extracellular proteases from Bacillus 
subtilis strain FP-133. Biosci. Biotechnol. Biochem., 
70, pp. 433-440. 

Setyorini, E., Kim, Y. -J., Takenaka, S., Murakami, S., and 
Aoki, K. (2006): Halotolerant intracellular protease 
from Bacillus subtilis strain FP-133. J. Basic 
Microbiol., 46, pp. 294-304. 

Takenaka, S., Mulyono, Sasano, Y., Takahashi, Y., 
Murakami, S., and Aoki, K., (2006): Microbial 
transformation of aniline derivatives: regioselective 
biotransformation and detoxification of 
2-phenylenediamine by Bacillus cereus strain PDa-1. J. 
Biosci. Bioeng., 102, pp. 21-27. 

Orii, C., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K., (2006): 
Metabolism of 4-amino-3-hydroxybenzoic acid by 
Bordetella sp. strain 10d: a different modified 
meta-cleavage pathway for 2-aminophenols. Biosci. 
Biotechnol. Biochem., 70, pp. 2653-2661. 

Takenaka, S., Shu, Q., Kuntiya, A., Seesuriyachan, P., 
Murakami, S., and Aoki, K., (2007): Isolation and 
characterization of thermotolerant bacterium utilizing 
ammonium and nitrate ions under aerobic conditions. 
Biotechnol. Lett., 29, pp. 385-390. 

Shu, Q., Takenaka, S., Murakami, S., Seesuriyachan, P., 

Kuntiya, A., and Aoki, K., (2007): Screening and 
characterization of bacteria that can utilize ammonium 
and nitrate ions simultaneously with controlled 
cultural condition. J. Biosci. Bioeng., 103, pp. 
185-191. 

Mulyono, Takenaka, S., Sasano, Y., Murakami, S., and 
Aoki, K., (2007): Bacillus cereus strain 10-L-2 
produces two arylamine N-acetyltransferases that 
transform 4-phenylenediamine into 
4-aminoacetanilide. J. Biosci. Bioeng.. 103, pp. 
147-154. 

Seesuriyachan, P., Takenaka, S., Kuntiya, A., Klayraung, S., 
Murakami, S. and Aoki, K., (2007): Metabolism of 
azo dyes by Lactobacillus casei TISTR 1500 and 
effects of various factors on decolorization. Water Res., 
41, pp. 985-992. 

Takenaka, S., Tonoki, T., Taira, K., Murakami, S., and Aoki, 
K., (2007): Adaptation of Pseudomonas sp. strain 7-6 
to quaternary ammonium compounds and their 
degradation via dual pathways. Appl. Environ. 
Microbiol., 73, pp. 1797-1802. 

Murakami, S., Nishimoto, H., Toyama, Y., Shimamoto, E., 
Takenaka, S., Kaulpiboon, J., Prousoontorn, M., 
Limpaseni, T., Pongsawasdi, P., and Aoki, K., (2007): 
Purification and characterization of two alkaline, 
thermotolerant α-amylases from Bacillus halodurans 
38C-2-1 and expression of the cloned gene in 
Escherichia coli, Bioscience, Biotechnology, and 
Biochemistry, 71, pp. 2393-2401. 

 
 
2. 公表学術講演 
笹野廉紘、Mulyyono、竹中慎治、村上周一郎、青木

健次 (2004)：アニリン誘導体の微生物代謝（第
29報）Bacillus cereus PDa-1における2-フェニレ
ンジアミン代謝酵素系の解析、日本農芸化学会
関西支部437回講演会、演要旨集、p. 4. 

Murakami, S., Shimamoto, E., Tskenaka, S., Hengsakul, 
M., Limpaseni, T., Pongsawasdi, P., and Kenji Aoki 
(2004): Cloning and sequencing analysis of a gene 
encoding alkaline and thermotolerant amylase from 
Bacillus halodurans 38C-2-1, the 4th JSPS-NRCT 
joint seminar on development of thermotolerant 
microbial resources and their applications, Abs., p. 
67. 

Charoensakdi, R., Rimphanitchayakit, V., Murakami, S., 
Aoki, K., Iizuka, M., Ito, K., and Limpaseni T., 
(2004): Cloning and expression of CGTase gene 
from thermotolerant Paenibacillus sp. RB01 
screened from hot spring areas of Thailand, the 4th 
JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 32. 

Seesuriyachan, P., Takenaka, S., Klayraung, S., Kuntiya, A., 
Murakami, S., and Aoki K.,  (2004): Metabolism of 
azo dyes by Lactobacillus casei TISTR 1500 and 

effects of various factors on decolorization, the 4th 
JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 47. 

Aoki, K., Takenaka, S., and Murakami, S., (2004): Culture 
conditions of mesophilic Klebsiella pneumoniae and 
thermotolerant Bacillus licheniformis that can utilize 
ammonium and nitrate salts simultaneously, the 4th 
JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 117. 

Aoki, K., Takenaka, S., and Murakami S., (2004): 
Distribution and ecological significance of novel 
bacteria that can utilize ammonium and nitrate salts 
simultaneously with heterotrophic nitrification and 
aerobic denitrification, 10th International symposium 
on microbial ecology ISME-10 microbial planet: 
sub-surface to space, Abs., p. 222. 

島本悦子、村上周一郎、竹中慎治、青木健次（2005）：
Bacillus halodurans 38C-2-1のアルカリ性耐熱性
アミラーゼ遺伝子のクローニングと発現、日本
農芸化学会関西支部 436 回講演会、演要旨集、
p. 1. 

Setyorini, E., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
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(2005): Halotolerant intracellular protease from 
non-halophilic Bacillus subtilis FP-133. Annual 
meeting of Japan Society of Bioscience, 
Biotechnology, and Agrochemistry 2005, abs., p. 37. 

Mulyono，Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki K. 
(2005): Microbial metabolism of aniline derivatives 
XXX: Metabolism of 4-phenylenediamine by 
Bacillus cereus 10-L-2. Annual meeting of Japan 
Society of Bioscience, Biotechnology, and 
Agrochemistry 2005, Abs, p. 84. 

折居千賀、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2005）：
アニリン誘導体の微生物代謝（第31報）2-ヒド
ロキシムコン酸 6-セミアルデヒド分解酵素系
の精製と特性解析、日本農芸化学会2005年度
大会講演要旨集、p. 85. 

竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2005）：硝酸アン
モニウム排水の微生物処理（第9報）耐熱性微
生物におけるNO3

-代謝に関与する酵素系の解
析およびNO3

-の好気的除去に与える環境因子
の影響、日本農芸化学会2005年度大会講演要
旨集、p. 330. 

平和也、村上周一郎、竹中慎治、青木健次（2005）：
第四級アンモニウム塩の微生物分解（第2報）
Pseudomonas fluorescens 7-6における
n-dodecyltrimethylammonium chlorideの分解特性
と代謝経路、日本農芸化学会2005年度大会講
演要旨集、p. 166. 

村上周一郎、竹中慎治、青木健次（2005）：Rhodococcus 
sp. AN-22のコールドショックタンパク質をコ
ードする cspB2遺伝子のクローニングとプロモ
ーター領域の解析、日本農芸化学会2005年度
大会講演要旨集、p. 226. 

Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. (2005): The 
mechanism of Nitrogen Utilization by Mesophilic 
and Thermotolerant Bacteria that can utilize 
ammonium and nitrate salts simultaneously. 
JSPS-NRCT Microbial Resources Symposium of 
BioThailand 2005, Abs., p. 292. 

周琦、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2005）：硝
酸アンモニウム排水の微生物処理（第8報）中
温菌を用いたNH4

+およびNO3
-の同時除去に与

える金属イオンの影響、日本農芸化学会2005
年度大会講演要旨集、p. 329. 

Setyorini, E., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
(2005): Purification and characterization of two 
novel halotolerant extracellular proteases from 
Bacillus subtilis strain FP-133. Joint Conference 
2005 of Kansai, Tyushikoku, and Nishinihon 
branches, Japan Society of Bioscience, 
Biotechnology, and Agrochemistry, Abs., p. 42. 

松村栄太郎、村上周一郎、竹中慎治、青木健次 
(2005)：芳香族化合物の代謝に関与する cat遺伝
子の構成的発現機構の解析、日本農芸化学会関
西支部442回講演会、講演要旨集、p. 2. 

Setyorini, E., Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K. 
(2005): Comparison of three halotolerant proteases 
from Bacillus subtilis strain FP-133. 442th 

Conference of Kansai branch, Japan Society of 
Bioscience, Biotechnology, and Agrochemistry, abs., 
p. 3. 

髙田晶子、竹中慎治、村上周一郎、青木健次 (2005)：
アニリン誘導体の微生物代謝（第32報）2-ヒド
ロキシ-1,4-ベンゾキノンレダクターゼアイソザ
イムの精製と特性解析、日本農芸化学会関西支
部442回講演会、講演要旨集、p. 4. 

梅崎淳、村上周一郎、竹中慎治、Hengsakul, M.、
Limpaseni, T.、Pongsawasdi, P.、青木健次(2006)：
Bacillus halodurans MS-2-5のアルカリ性耐熱性ア
ミラーゼ遺伝子のクローニングと大腸菌におけ
る発現、日本農芸化学会関西支部第443回講演
会、講演要旨集、p. 9. 

折居千賀、竹中慎治、村上周一郎、青木健次 (2006)：
アニリン誘導体の微生物代謝（第33報）Bordetella 
sp. 10dにおける4-アミノ-3-ヒドロキシ安息香酸
代謝経路の解析、日本農芸化学会2006年度大会
講演要旨集、p. 80. 

高橋由佳，竹中慎治，村上周一郎，青木健次（2006）:
アニリン誘導体の微生物代謝（第34報）Bacillus 
cereus PDa-1における2-フェニレンジアミン代謝
酵素の生産特性、日本農芸化学会2006年度大会
講演要旨集、p. 81. 

Mulyono, Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K., 
(2006): Microbial metabolism of aniline derivatives. 
XXXV. Purification and characterization of arylamine 
N-acetyltransferase isozymes from Bacillus cereus 
10-L-2, Annual meeting of Japan Society of 
Bioscience, Biotechnology, and Agrochemistry 2006, 
Abs., p. 81. 

平和也、村上周一郎、竹中慎治、青木健次（2006）：
第四級アンモニウム塩の微生物分解（第3報）
Pseudomonas fluorescens 7-6における
n-dodecyltrimethylammonium chloride代謝経路の
解析、日本農芸化学会2006年度大会講演要旨集、
p. 193. 

周琦、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2006）：硝
酸アンモニウム排水の微生物処理（第10報）NH4

+

およびNO3
-を同時に除去する中温菌における脱

窒機構の解析、日本農芸化学会2006年度大会講
演要旨集、p. 193. 

竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2006）：硝酸アン
モニウム排水の微生物処理（第11報）耐熱性微
生物におけるNO3

-代謝に関与する酵素系の解析、
日本農芸化学会2006年度大会講演要旨集、p. 193. 

村上周一郎、田中充美、竹中慎治、青木健次（2006）：
硝酸アンモニウム排水の微生物処理（第12報）
Klebsiella pneumoniae F-5-2の硝酸代謝関連遺伝
子のクローニング、日本農芸化学会2006年度大
会講演要旨集、p. 193. 

青木俊介、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2006）：
卵殻膜の有効利用に関する研究（第1報）卵殻
膜分解微生物の分離・同定および同菌の生産す
る卵殻膜分解酵素の精製・特性解析、日本農芸
化学会2006年度大会講演要旨集、p. 147. 

Takenaka, S., Kuntiya, A., Seesuriyachan, P., Klayraung, S., 
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Murakami, S., and Aoki, K., (2006): Microbial 
transformation of aniline derivatives: 
biotransformation and detoxification of 
phenylenediamines by Bacillus cereus. The 5th 
JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 54. 

Kaulpiboon, K., Prasong, W., Murakami, S., Aoki., K., and 
Pongsawasdi, P. (2006): Overexpression of a fusion 
protein containing CGTase that promotes higher 
enzyme recovery and stability. The 5th JSPS-NRCT 
joint seminar on development of thermotolerant 
microbial resources and their applications, Abs., p. 77. 

Aoki, K., Setyorini, E., Takenaka, S., and Murakami, S., 
(2006): Halotolerant proteases from Bacillus subtilis 
strain FP-133: purification, characterization, and 
application. The 5th JSPS-NRCT joint seminar on 
development of thermotolerant microbial resources 
and their applications, Abs., p. 78. 

Charoensakdi, R., Iizuka, M., Ito, I., Murakami, S., 
Rimphantichayakit, V., and Limpaseni, T., (2006): 
Cloning and expression of cyclodextrin 
glycosyltransferase gene from Paenebacillus sp. T16 
isolated from hot spring soil in northern Thailand, The 
5th JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 84 

Murakami, S., Umesaki, J., Nishimoto, H., Tskenaka, S., 
Kaulpiboon, J., Prousontorn, M., Limpaseni, T., 
Pongsawasdi, P., and Aoki, K., (2006): Cloning of 
gene encoding alkaline and thermophilic amylase and 
production of recombinant enzyme in E. coli, The 5th 
JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 86. 

Kuntiya, A., Takenaka, S., Seesuriyachan, P., Klayraung, S., 
Murakami, S., and Aoki, K., (2006): Isolation of 
phenol-degrading Candida tropicalis and studt on 
phenol degradation at high initial concentration. The 
5th JSPS-NRCT joint seminar on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p. 133. 

周琦、竹中慎治、村上周一郎、青木健次（2006）：硝
酸アンモニウム排水の微生物処理（第13報）NH4

+

およびNO3¯を同時に除去する中温菌における脱

窒の特性と両イオン同時除去に与えるリン酸塩
および炭素源の影響、日本農芸化学会関西支部
第447回講演会、講演要旨集、p. 7. 

Mulyono, Takenaka, S., Murakami, S., and Aoki, K., 
(2006): Microbial metabolism of aniline derivatives. 
XXXVI. Characterization and sequence analysis of 
arylamine N-acetyltransferase from Bacillus cereus 
10-L-2, 447th Conference of Kansai branch, Japan 
Society of Bioscience, Biotechnology, and 
Agrochemistry, Abs., p. 8. 

Aoki, K., Matsumura, E., Murakami, S., and Takenaka, S., 
(2006): A novel system for the constitutive expression 
of catabolic genes in soil bacteria: role in ecosystems 
and application to bioremediation. 11th international 
symposium on microbial ecology. August, 20-25, 
Vienna, Austria. 

竹中慎治、高橋由佳、Mulyono、村上周一郎、青木健
次 (2007)：アニリン誘導体の微生物代謝（第37
報）Bacillus cereusによる芳香族アミン類からア
セトアニリド類への変換、日本農芸化学会2007
年度大会講演要旨集、p. 165. 

鄭敏義、竹中慎治、村上周一郎、青木健次 (2007)：
卵殻膜の有効利用に関する研究（第2報）新た
に分離した卵殻膜分解微生物の生産する分解酵
素の精製・特性解析、日本農芸化学会2007年度
大会講演要旨集、p. 215. 

長崎兼治、村上周一郎、竹中慎治、小池謙造、青木
健次（2007）：メラニンの微生物分解（第4報）
メラニン分解酵素アイソザイムの精製と特性解
析、日本農芸化学会 2007 年度大会講演要旨集、
p. 215. 

Aoki, K., Murakami, S., and Takenaka, S., (2007): 
Mechanism of inducible and constitutive expressions 
of catabolic genes in the bacterial degradation of 
aromatic amines. 9th Symposium on Bacterial 
Genetics and Ecology, June 2007, Wernigerode, 
Germany. 

Takenaka, S., Kuntiya, A., Seesuriyacha, S., Klayranug, S., 
and Aoki, K., (2007): Degradation of Aromatic and 
Nitrogenous Compounds by Thermotolerant 
Microorganisms. JSPS-NRCT Core University 
Program (1998-2008) on development of 
thermotolerant microbial resources and their 
applications, Abs., p 182-183. 

 
 
その他の学術講演
青木健次：微生物による窒素化合物の処理−アンモニ

アおよび硝酸の同時除去技術、一日神戸大学（尼
崎産学公ネットワーク協議会との共催）、2004年
12月、尼崎 

青木健次：「窒素化合物の分解と脱窒処理」、環境・
エネルギー総合イベント、大阪 

青木健次：「実用酵素の微生物生産、新規機能を持つ
酵素の検索」、（財）大阪産業創造館、「わいわい
がやがやバイオコロニー」、2005年3月、大阪 

青木健次：「微生物による環境浄化と生物変換」、JBA

一日神戸大学「未来へのバイオ技術」、2005 年
11月、東京 

青木健次：「微生物による窒素化合物の処理−アンモ
ニアおよび硝酸塩の同時除去技術の開発」、産学
連携共創フェア２００５、2005年11月、堺 

竹中慎治：「 Purification of enzymes involved in 
2-aminophenol derivatives in bacteria」、JSPS-NRCT 
joint research program、2005年6月、タイ（チェ
ンマイ） 

青木健次：「微生物を使って環境をきれいにし、有用
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な物質を生産する」、第一回農芸化学出前講義、
2006年3月、伊丹 

竹中慎治：「Degradation of Aromatic and Nitrogenous 
Compounds by Thermotolerant Microorganisms」、
2006年6月、タイ（チェンマイ） 

村上周一郎：「微生物のすばらしい能力－暮らしに役
立つ有用酵素を生産する」、第二回農芸化学出前
講義、2006年12月、加古川 

 

青木健次：「微生物を使って環境をきれいにし、有用
な物質を生産する」、第三回農芸化学出前講義、
2007年3月、伊丹 

竹中慎治：「微生物による無機・有機窒素化合物の代
謝」、（社）兵庫工業会、2007年6月、兵庫 

青木健次：「微生物による窒素化合物の処理−アンモ
ニアおよび硝酸塩の同時除去技術の開発」、一日
神戸大学「はりま産学交流会」、2007年6月、姫
路 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名 

・博士 
松村栄太郎：アニリン資化性菌Rhodococcus sp. AN-22 

株の有する構成および誘導酵素系とその遺伝子

の特性解析、2004年９月 
古川恵司：清酒醪におけるイノシトールの成因と酵

母の香気生成能およびエタノール耐性の促進に
関する研究、2005年3月 

Endang Setyorini: Halotolerant Proteases from Bacillus 
subtilis strain FP-133: Purification, Characterization, 

and Application、2006年3月 
折居千賀：アニリン誘導体の微生物代謝：4-アミノ-3-

ヒドロキシ安息香酸の微生物代謝、2006年3月 
周琦、微生物によるアンモニウムおよび硝酸塩の効

率的除去に関する研究、2007年3月 
Mulyono、Microbial metabolism of aniline derivatives: 

biotransformation of phenylenediamines by Bacillus 
cereus、2007年3月 

・修士 
笹野 廉絋：2-フェニレンジアミンを代謝する微生物

の分離と代謝系、2005年3月 
島本 悦子：Bacillus halodurans 38C-2-1のアルカリ性

耐熱性アミラーゼ遺伝子のクローニングと発現 
高木 健太：環状アミド化合物の微生物代謝、2005年

3月 
田中 充美：Klebsiella pneumoniae F-5-2の硝酸代謝遺

伝子群のクローニン、2005年3月 
長崎 兼治：微生物の生産する酸化酵素に関する研究 
原 国芳：メラニン分解酵素の酵素化学的性質、2005

年3月 
青木 俊介：微生物を用いた卵殻膜の有効利用に関す

る研究、2006年3月 
伊庭 壮一：L-リジン脱アミノ酵素の精製と特性解析、

2006年3月 
梅崎 淳：Bacillus halodurans MS-2-5由来アルカリ性

耐熱性アミラーゼ遺伝子のクローニング、2006
年3月 

平 和也：Pseudomonas fluorescens 7-6における第四級
アンモニウム塩の代謝・酵素系の解析、2006年
3月 

高田 晶子：4-アミノフェノール資化性菌Burkholderia 
sp. AK-5由来2-ヒドロキシ-1,4-ベンゾキノン
還元酵素の精製」と特性解析、2006年3月 

Emma Niba、Identification and characterization of genes 
involved in biofirm formation in Escherichia coli 
and their relation to outer membrane biogenesis、 
2007年3月 

栗田直人、Paracoccus denitrificansによる共存無機窒
素化合物の効率的処理に関する研究、2007年
3月 

 
 
4．その他の学術研究活動 
研究助成金 
（2004年度） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、ロボットメ

ーション（株） 
受託研究費：青木健次、「高温好気性発酵システム

における窒素及び病原菌の効率的除去」、科学
技術振興機構  

受託研究員経費：青木健次、「食品廃棄物の有効利
用に関する研究」、イーストマン（株） 

共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する
研究」、花王（株） 

共同研究費：青木健次、「畜産廃棄物の微生物処理
に関する研究」、全農 

科学研究費、基盤研究（B）（代表）村上周一郎：

組換え微生物を用いた環境修復のための宿主
‐ベクターシステムの開発 

科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：微
生物酵素よる L-リジンから高付加価値物質の
生産 

拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物由来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産 

拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物による芳香族化合物および窒素化合物の効
率的分解・除去 
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（2005年度） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、マルトモ（株） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハ

イテック 
微生物機能化学研究助成：青木健次、イーストマ

ン（株） 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する

研究」、花王（株） 
共同研究費：青木健次、「閉鎖環境における窒素化

合物の効率的な微生物処理に関する研究」、赤
松工業（株） 

科学研究費、基盤研究（B）（代表）村上周一郎：
組換え微生物を用いた環境修復のための宿主

‐ベクターシステムの開発 
科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：微

生物酵素よる L-リジンから高付加価値物質の
生産 

拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物由来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産 

拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物による芳香族化合物および窒素化合物の効
率的分解・除去 

（2006年度） 
微生物機能化学研究助成：青木健次：マルトモ（株） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハ

イテック 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する

研究」、花王（株） 
共同研究費：青木健次、「閉鎖環境における窒素化

合物の効率的な微生物処理に関する研究」、赤
松工業（株） 

科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：ア

セチル基転移酵素によるアミン類から高付加
価値のあるアセチルアミド類の生産 

拠点大学方式学術交流事業 I（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物由来糖修飾酵素と有用オリゴ糖の生産  

拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物による芳香族化合物および窒素化合物の効
率的分解・除去 

（2007年度） 
微生物機能化学研究助成：青木健次：マルトモ（株） 
微生物機能化学研究助成：青木健次、（株）神菱ハ

イテック 
共同研究費：青木健次、「メラニンの分解に関する

研究」、花王（株） 
科学研究費、基盤研究（C）（代表）青木健次：「ア

ンモニア・硝酸塩同時除去炭化綿バイオフィ
ルターの開発」 

科学研究費、若手研究（B）（代表）竹中慎治：ア
セチル基転移酵素によるアミン類から高付加
価値のあるアセチルアミド類の生産 

拠点大学方式学術交流事業 II（日本学術振興会）青
木健次、村上周一郎、竹中慎治：耐熱性微生
物による芳香族化合物および窒素化合物の効
率的分解・除去 

 
学外研究機関との共同研究 
Chulalongkorn University：青木健次、村上周一郎、竹

中慎治；Carbohydrate-modifying enzymes and 
production of useful oligosaccharides from 
thermotolerant microorganisms 

Chiang Mai University：青木健次、村上周一郎、竹中
慎治；Degradation of aromatic and nitrogenous 
compounds by thermotolerant microorganisms 

 
国際協力 
青木健次：JICAアグロバイオテクノロジーコース、

コースリーダー 
青木健次：JICAアグロバイオテクノロジーコースに

おける講義、個別研修指導 

村上周一郎：JICAアグロバイオテクノロジーコース
における講義、個別研修指導 

竹中慎治：JICAアグロバイオテクノロジーコースに
おける講義、個別研修指導 

 
学会活動 
日本生物工学会全国評議員：青木健次 
日本農芸化学会関西支部評議員：青木健次 

日本生物工学会活動強化委員：青木健次 
日本生物工学会関西支部支部委員：青木健次

 
社会活動
村上周一郎：近畿経済産業局 地域新生コンソーシ アム研究開発事業 終評価委員、2007年11月 
 
特許 
東 他：「ジオトリカム属菌を培養増殖させ、キチ

ン・キトサンを含む多糖体含有物を製造する方
法」、特願2005-329742 

青木健次、「メラニン分解酵素」、特願2006-196385 
青木健次、「卵殻膜タンパク質の分解能を有する微

生物」、特願2006-239664 
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生物機能開発化学分野 
 生物機能開発化学教育研究分野は，2004年4月1日に優れた生体機能や機能分子を見出し，健康・食糧・環

境に関わる諸問題に立ち向かう研究の遂行と，そのための人材育成を目指して新設されました。創立4 年目現

在の研究室メンバーは，芦田均教授と吉田健一准教授，大学院自然科学研究科博士課程後期学生 6 名（うち 2
名は学術振興会特別研究員DC1），同前期課程学生8名，学部学生4名の総18名です。 
 本教育研究分野のキーワードは“フロンティア”です。未知なる有用生体機能や機能分子を探索するフロン

ティア，生理学・生化学・遺伝学など異種学問分野の融合が生み出すフロンティア・・・「未開の土地（フロン

ティア）」に挑みます。私たちは，健康問題を緩和・解決する機能分子の開発，低コストな作物増産を目指す生

体機能の強化，環境改善に役立つ生体機能の探索などに関して，以下に掲げるテーマの研究を行っています。 
① ダイオキシン毒性の抑制に働く機能性分子の探索とその作用機構の解明 
② 肥満や糖尿病などの生活習慣病を予防する機能性分子の探索とその作用機構の解明 
③ 酵母有用成分の増産とそれを用いた機能性食品の開発のための基礎研究 
④ 逆遺伝学的見地からの枯草菌のイノシトール代謝の全貌解明とイノシトール関連物質の生産効率の向上 
⑤ ダイズ根粒菌の根粒形成に影響を及ぼす因子の探索とその機能評価 

 2007年は，昨年に引き続き，芦田・吉田がそれぞれの専門分野の学会での成果公表や産学連携フォーラムで

のシーズ公表と通じて生物機能開発化学分野の宣伝を実施するとともに，異なる専門分野間で相互の情報や技

術を融合させて研究を発展させました。また，農学研究科の食の安全・安心科学センターの福田伊津子助教に

学生の指導を頂き，同センターと食の安全性に関わる研究のコラボレーションを強化しました。さらに，開発

化学のメンバーは水野教授を代表とする学長裁量の教育研究活性化支援経費に基づく研究や大学院先端科学

研究環の「農学系ヘルスバイオサイエンス」チームでの研究を通じて，他の教育研究分野との共同研究の実施

や連携に積極的に取り組んでいます。 
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開発」，伊勢村護監修，シーエムシー出版，pp. 
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吉田健一(2006)：第 59 回神戸バイオサイエンス研究
会「インスリン様作用を持つイノシトール類」 

吉田健一(2006)：さかい産学連携共創フェア「バクテ
リア型イノシトール分解系の解明と応用」 

芦田均(2007)：神戸大学東京フェア「ダイオキシン毒
性抑制効果のある食品成分の探索」東京 
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吉田健一(2007)：神戸大学東京フェア「バクテリア型
イノシトール分解系の応用」東京 

福田伊津子(2007)：神戸大学東京フェア、「食の安
全・安心科学センター紹介」東京 

芦田均(2007)：第 7 回「食と健康セミナー」講演会，
「食品成分による糖尿病の予防効果の可能性と
問題点」東京 

芦田均(2007)：JICA，Risk Assessment and Monitoring for 
Environmental Chemicals, “Mechanism of dioxin 
toxicity”神戸 

芦田均(2007)：JST Innovation Bridge，「ダイオキシン
毒性簡易測定法の開発とその適用」―食品因子
によるダイオキシン毒性抑制の可能性―，東京 

芦田均(2007)：芦屋市立公民館，平成 19 年度春の公
民館講座，『世界はニュースだけではわからな
い』，「食の安全について考える」芦屋 

吉田健一(2007)：平成 19 年度神戸大学大学院農学研
究科公開講座，大学発ヘルスバイオサイエンス，
「ピニトール納豆できました。」神戸 

芦田均(2007)：平成 19 年度神戸大学大学院農学研究
科公開講座，大学発ヘルスバイオサイエンス，
「茶カテキンの肥満・糖尿病予防の可能性と問
題点」神戸 

 
(講演会などの開催) 
吉田健一：生物機能開発化学第1回講演会 (2004年4

月)：Dr. Hari, B. Krishnan, Plant Genetics Research 
Unit, USDA-ARS and University of Missouri,  
USA： Role of type III protein secretion system in 
regulating host-specific nodulation by Sinorhizobium 
fredii USDA257. （神戸大学農学部） 

芦田均：生物機能開発化学第 2 回講演会 (2004 年 7
月)：Dr. Yong. K. Park, State University of Campinas, 
College of Food Engineering, Brazil: Chemical 
Characteristic and Physiological Activity of South 
American Propolis. （神戸大学農学部） 

芦田均：アディポ・プロジェクト講演会（2004 年 9
月）：津田孝範，同志社大学：アントシアニンの
肥満抑制効果（神戸大学農学部） 

芦田均：高校生を対象とする農芸化学に関するセミ
ナー・講演会(日本農芸化学会創立80周年記念事
業)（2004年11月）：講演3題，展示8件 （兵
庫県民会館） 

芦田均：酵母の機能性に関するセミナー(2004 年 11
月): 浜田和広，オリエンタル酵母工業東京食品
研究所：パン酵母の機能に関する基礎知識，他1

題（神戸大学農学部） 
吉田健一：生物機能開発化学第 3 回講演会 (2004 年

12 月 ): Dr. Claude Bruand, Laboratoire des 
Interactions Plantes-Microorganismes LIPM, 
INRA-CNRS, France: Transcriptome analysis of 
Sinorhizobium meliloti during symbiosis with alfalfa. 

芦田均：生物機能開発化学第 4 回講演会―第 1 回神
大・京大研究交流会 (2005 年 2 月): 京大・大東
研との共催 

吉田健一：生物機能開発化学第 5 回講演会―第 6 回
農学部FD研修会 (2005年5月): 「植物と微生物
の種を超えたコミュニケーション」 奈良女子大
佐伯研・神大杉本研との共催 

吉田健一：生物機能開発化学第 6 回講演会(2005 年 8
月): Dr. Colin R. Harwood, Institute for Cell and 
Molecular Biosciences, Faculty of Medical Sciences, 
Newcastle University, Newcastle upon Tyne, UK. 
Bacillus Protein Secretion: "An Unfolding Story" 

水野雅史，大澤朗，芦田均，吉田健一，福田伊津子(2006
年 11 月)：平成 18 年度教育研究活性化支援経費
による戦略的・独創的な教育研究プロジェクト
事業講演会“農学系「ヘルスバイオサイエンス」
の創生” 

池田健一，岩永史朗，金丸研吾，宅見薫雄，中屋敷
均，吉田健一(2006年11月)：“インターゲノミク
スセミナー”全4回 

吉田健一：生物機能開発化学第 7 回講演会(2007 年 7
月): Dr. Hari B. Krishnan, Plant Genetics Research 
Unit, USDA-ARS and University of Missouri, 
USA ： Genetic modification of soybean seed 
composition. （神戸大学農学部） 

福田伊津子, 食の安全性と機能性に関するセミナー、
（2007 年 7 月）主催：食の安全安心科学センタ
ー、共催：戦略的・独創的な研究プロジェクト
事業「食品の機能性・安全性を志向した戦略的
教育研究」、自然科学研究系先端融合研究環重点
研究チーム・ヘルスバイオサイエンス研究、ICPH
実行委員会、後援：六篠会、講師：室田佳代子
「食事由来フラボノイドの吸収代謝機構」、上原
万里子「大豆イソフラボンの代謝と機能性・安
全性」 

水野雅史，大澤朗，芦田均，吉田健一，橋本堂史，
福田伊津子(2008 年 2 月)：「腸内のヘルスバイオ
サイエンス」シンポジウム・第 2 回神戸統合医
療研究会合同講演会 

 
 
3. 博士・修士号取得者の氏名および論文題名
博士 
博士（課程 2005年3月） 
福田 伊津子, Studies on Suppression of the Dioxin 

Toxicity by Food Factors 
 

修士（課程 2005年3月） 
別所 宏昭, 茶によるグルコース輸送担体の機能調
節に関する研究 
青木 由葵子, The effects of flavonoid on the glucose 
transport system in 3T3-L1 adipocytes 

久保 麻友子, 紅茶によるインスリン感受性組織 
の代謝機能解析 
白杉 一郎, アントラキノンによる末梢組織へのグ
ルコース取り込み活性調節機構の解明 
西海 信,  Modulation of transformation of the aryl 
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hydrocarbon receptor by plant extracts 
 
修士（課程 2006年3月） 
向井理恵(日本学生支援機構奨学金変換免除対象者), 
Studies on mechanism of interaction between the aryl 
hydrocarbon receptor and flavonoids 
 
修士（課程 2007年3月） 
森永哲郎(日本学生支援機構奨学金変換免除対象者), 

Reversegenetics of inositol catabolism in Bacillus subtilis 
and its application 
池内摩耶, ダイズ根粒菌Sinorhizobium fredii USDA191
の宿主応答を司る転写因子 NodD パラログの活性化
メカニズム 
栗本恵美, イソフラボン類似化合物が枯草菌に及ぼ
す生育阻害に関する研究 
Yap Angeline, Effects of inositol derivatives on the glucose 
transport system in L6 myotubes and 3T3-L1 adipocytes 

 
 
4. その他の学術研究活動 
研究助成金 
科学研究費補助金:，基盤研究C：芦田均(代表，食品

およびその成分によるダイオキシン毒性抑制作
用の評価)，2004-2005年 

科学研究費補助金:，若手研究A：吉田健一(代表，枯
草菌のアスパラギン生合成の逆遺伝学的研究)，
2004年 

科学研究費補助金:，若手研究 B：福田伊津子(代表，
アリール炭化水素受容体の食事性リガンドの分
子制御機構と体内動態の解明，2007-2008年) 

科学研究費補助金:，基盤研究C：芦田均(分担，キノ
コ由来多糖は小腸上皮細胞を介して免疫細胞を
賦活化する，2004-2005年，代表：水野雅史) 

科学研究費補助金，基盤研究(B)：吉田健一(分担，細
菌の潜在薬剤耐性遺伝子の戦略的発掘，
2005-2007年，代表：藤田泰太郎) 

科学研究費補助金，萌芽研究：芦田均(分担，大学に
おける実験排水を主とした環境教育に関する調
査及び研究，2004-2006年：代表：吉村知里) 

科学研究費補助金，特別研究員奨励費：福田伊津子(代
表，食品成分によるダイオキシン毒性の抑制に
関する研究), 2004年度 

科学研究費補助金，特別研究員奨励費：西海信(代表，
食用植物およびその成分によるアリール炭化水
素受容体の形質転換調節機構の解明)，2005- 2007
年度 

科学研究費補助金，特別研究員奨励費：向井理恵(代
表，食品成分によるアリール炭化水素受容体の
形質転換調節機構の解明)，2006-2007年度 

生物系特定産業技術研究支援センター，新技術・新
分野創出のための基礎研究推進事業：芦田均(分
担，食品の安全性評価用超高感度ナノセンサー
の開発，2007年度，代表：今石浩正) 

受託研究費，株式会社ファンケル：芦田均，カモミ
ールの抗肥満効果に関する研究，2004-2005年 

受託研究費，新産業創造研究機構：芦田均，無細胞
系と細胞系を用いた食品素材としての機能性の
検索, 2004-2005年 

受託研究費，神戸大学教育研究活性化支援経費：芦
田均，吉田健一，福田伊津子(分担，農学系「ヘ
ルスバイオサイエンス」の創生：健康増進と疾
病予防に役立つ食品機能の多面的理解と応用開
発2006年，食品の機能性・安全性を志向した戦
略的教育研究2007年，代表：水野雅史) 

受託研究費，神戸大学教育研究活性化支援経費：吉

田健一 (分担，新研究領域インターゲノミクスの
創生支援，2006-2007年，代表：中屋敷均，宅見
薫雄) 

受託研究費，科学技術振興機構(JST)：芦田均，福田
伊津子，ダイオキシン類の高感度多検体簡易測
定法開発，2007年 

受託研究費，味の素株式会社発酵技術研究所：吉田
健一，枯草菌の核酸生産能力向上をめざすゲノ
ム機能解析研究，2005-2007年 

受託研究費，北興化学株式会社：吉田健一，イノシ
トール異性体生理活性研究，2007年 

奨学寄附金，明治製菓株式会社，芦田均，食品の機
能開発に関する研究助成，2004年 

奨学寄附金，タカノ農芸化学研究助成金，吉田健一，
イノシトール強化納豆の開発を目指す納豆菌の
育種，2004年 

奨学寄附金，オリエンタル酵母工業株式会社，芦田
均，酵母有用成分の機能性食品への応用に関す
る研究，2004-2006年 

奨学寄附金，味の素株式会社，吉田健一，枯草菌核
酸生産菌の網羅的転写解析，2004年 

奨学寄附金，株式会社伊藤園，芦田均，食品の機能
開発に関する研究助成，2004年-2007年 

奨学寄附金，株式会社伊藤園，吉田健一，食品の機
能開発に関する研究助成，2005年 

奨学寄附金，株式会社伊藤園，福田伊津子，食の安
全・安心科学に関する研究，2006年 

奨学寄附金，タケダ食品株式会社，芦田均，食品の
機能開発に関する研究助成，2004-2005年 

奨学寄附金，ハウスウェルネスフーズ株式会社，食
品の機能開発に関する研究助成，芦田均，
2006-2007年 

奨学寄附金，金印株式会社，食品の機能開発に関す
る研究助成，芦田均，2005年 

奨学寄附金，アサヒビール研究財団，芦田均，食品
成分によるダイオキシン受容体活性化阻害機構
の解明，2005年 

奨学寄附金，株式会社ミツカン，吉田健一，納豆生
産におけるアンモニア発生の低減に関する研究，
2005-2007年 

奨学寄附金，フジッコ株式会社，吉田健一，食品機
能開発に関する研究助成、2006-2007年 

奨学寄附金，フジッコ株式会社，芦田均，食品の機
能開発に関する研究助成，2007年 
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奨学寄附金，JBA，吉田健一，発酵と代謝研究会奨学
研究費，2006年 

奨学寄附金，(財)食生活研究会，芦田均，酵母細胞壁
�-グルカンの機能性に関する研究，2007年 

奨学寄附金，(財)食生活研究会，福田伊津子，食の安
全・安心科学に関する研究，2007年 

奨学寄附金，J-オイルミルズ株式会社，芦田均，食品
の機能開発に関する研究助成，2007年  

 
学外研究機関との共同研究
State University of Campinas, Brazil:  芦田均： 

Biological functions of propolis.  
東京大学大学院農学生命科学研究科： 芦田均，福

田伊津子： フラボノイドのダイオキシン毒性
抑制に関する研究 

同志社女子大学生活科学部： 芦田均： トマトに
含まれる血圧低下物質の単離・同定 

大阪大谷大学薬学研究科： 芦田均，福田伊津子：
カテキンの機能性に関する研究 

兵庫大学健康科学部：芦田均：植物に含まれるダイ
オキシン毒性抑制物質の探索と単離・同定 

中部大学応用生物学部：芦田均，福田伊津子：アン
トシアンのメタボリックシンドローム予防･改
善効果 

明治製菓株式会社食料健康総合研究所： 芦田均：
カカオポリフェノールの機能性に関する研究 

株式会社伊藤園品質管理部： 芦田均，吉田健一，
福田伊津子：茶機能性に関する研究 

オリエンタル酵母工業株式会社酵母機能研究室：芦
田均，福田伊津子：酵母有用成分の機能性食品
への応用に関する研究 

ハウスウェルネスフーズ株式会社：芦田均： 血糖
調節食品素材の開発 

大塚化学株式会社：芦田均，福田伊津子：ポリフェ
ノールの体内動態の解明 

江崎グリコ株式会社：芦田均，福田伊津子：グリコ
ーゲンのメタボリックシンドローム予防･改善
効果 

エンテストジャパン株式会社：芦田均，福田伊津子：
ダイオキシンの生物学的定量法の開発 

三井農林株式会社：芦田均：茶カテキンの体内動態
解明に関する研究 

Laboratoire des Interactions Plantes-Microorganismes 
LIPM, INRA-CNRS, France: 吉 田 健 一 ： 
Transcriptome analysis of Rhizobium strains during 
symbiosis with their host plants. 

Plant Genetics Research Unit, USDA-ARS and University 
of Missouri, USA: 吉田健一： Interaction between 
Sinorhizobium fredii USDA191 and soybeans. 

福山大学：吉田健一：細菌の潜在薬剤耐性遺伝子の
戦略的発掘 

奈良先端大：吉田健一：ダイズ根粒菌の NodD 活性
化に関する遺伝学的解析 

東京工業大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵
素パラログの機能解析 

摂南大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵素パ
ラログの機能解析 

東京農工大学：吉田健一：枯草菌のアスパラギン酵
素パラログの機能解析 

杏林大学：吉田健一細菌の潜在薬剤耐性遺伝子の戦
略的発掘 

奈良女子大学：吉田健一：根粒菌と宿主植物の相互
作用に関する研究 

北興化学工業株式会社：吉田健一：有用イノシトー
ル類の探索およびその発酵生産 

味の素株式会社発酵技術研究所：吉田健一：枯草菌
の核酸生産能力向上をめざすゲノム機能解析研
究 

株式会社ミツカン：吉田健一：納豆生産におけるア
ンモニア発生の低減に関する調査研究 

フジッコ株式会社：吉田健一：ダイズ・ピニトール
の有効利用に関する研究，芦田均，福田伊津子：
アントシアンの安全性評価 

 
受賞(研究奨励金を含む) 
2004年 
Yukiko Aoki： The 2nd International Conference of 

O-CHA (Tea) Culture and Science. ＜Best Poster 
Award＞ 

吉田健一：タカノ農芸化学研究助成＜研究奨励金＞ 
2005年 
芦田均：アサヒビール研究財団＜研究奨励金＞ 
2006年 
吉田健一：JBA ＜発酵と代謝研究会奨励研究賞金＞ 
向井理恵：第 2 回中部食品科学研究交流会・フード

サイエンスフォーラム合同研究集会＜セミナー
バトル「若人よ、君の研究を熱く語れ！」優勝.
＞ 

西海信：神戸大学若手フロンティア研究会 2006＜優
秀賞＞ 

2007年 

芦田均：財団法人食生活研究会＜研究奨励金＞ 
福田伊津子：財団法人食生活研究会＜研究奨励金＞ 
Manabu Ueda： The 3rd International Conference on 

O-CHA (Tea) Culture and Science＜Best Poster 
Award＞ 

柏田大輔：日本食品科学工学会関西支部第39回シン
ポジウム・研究発表会＜優秀発表賞＞ 

Manabu Ueda： The 3rd International Conference on 
Polyphenols and Health ＜Young Investigator Award
＞ 

Shin Nishiumi： The 4th International Conference on 
Food Factors for Health Promotion＜Poster Award＞ 

向井理恵： 神戸大学若手フロンティア研究会 2007
＜ 優秀賞＞ 

 
（日本学術振興会特別研究員採択記録） 
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福田伊津子，(2002)-2004年，DC1 
西海信，2005-2007年，DC1 

向井理恵，2006-(2008)年，DC1 
森永哲郎，(2008-2009)年，DC2内定

 
学会活動 
芦田均 
日本農芸化学会，英文誌Bioscience, Biotechnology, and 

Biochemistry編集委員，関西支部評議員 
日本栄養・食糧学会，参与・評議員 
日本フードファクター学会，理事 
日本酸化ストレス学会，評議員 
フードサイエンスフォーラム，評議員 
日本食品科学工学会，英文誌 Food science and 

Technology Research編集委員，正会員 
日本癌学会，正会員 
日本分子生物学会，正会員 
日本動物細胞工学会，正会員 
日本香辛料研究会，正会員 
日本免疫科学測定法研究会，正会員 
日本トリプトファン研究会，正会員 
日本生物工学会，正会員 
第10回日本食品因子学会実行委員長 
第3回ポリフェノールと健康国際会議実行委員長 
第4回国際食品因子学会実行委員 
日本栄養・食糧学会第61回大会実行委員 
第12回日本食品因子学会実行委員 

 
吉田健一 
日本農芸化学会，正会員，日本農芸化学会関西支部

幹事校庶務幹事 
日本分子生物学会，正会員 
米国微生物学会，正会員 
枯草菌研究会，正会員 
植物微生物研究会，正会員 
日本ゲノム微生物学会第2回大会実行委員 
 
福田伊津子 
日本生物工学会，正会員，バイオミディア委員(分子

生物学担当)  
日本農芸化学会，正会員 
日本栄養・食糧学会，正会員 
日本フードファクター学会，正会員 
日本癌学会，正会員 
日本分子生物学会，正会員 
日本食品科学工学会，正会員 
日本薬理学会，正会員 
 

社会活動 
芦田均 
兵庫県農林水産技術連携推進協議会会員 2007-2008
年 
兵庫工業会会員2004-2008年 
国際協力事業団(JICA)「環境負荷物質の分析技術及び

リスク評価コース」講師，2007-2008年 
 
吉田健一 
文部科学省・研究振興局・学術調査官，2005-2007年 

 
特許 
抗炎症組成物（オリエンタル酵母工業）, 発明者: 芦

田均, 橋本堂史, 小土井理恵, 藤田剛, 衣笠公博, 
特願2003-272093, 特開2005-29521 

生体内抗酸化機能を有する食品組成物 (J-オイルミ
ルズ), 発明者: 山下貴稔, 芦田均, 金沢和樹. 特
願2004-094105, 特開2005-278429 

脂肪細胞におけるグルコース取込阻害剤及びGLUT4
トランスロケーション抑制剤、筋肉細胞におけ
るグルコース取込活性化剤並びに脂肪軽減飲食
物発明者: 坂根巌, 角田隆巳, 芦田均, 別所宏昭, 
久保麻友子. 特願2004-150036 

D-キロ-イノシトールの製造方法（神戸大学・北興化
学工業共願）, 発明者: 吉田健一, 山口将憲. 特願
2004-331874, 特開2006-141216 

細胞周期停止剤(金印), 発明者: 芦田均, 橋本堂史. 
特願2004-274593, 特開2006-89394 

筋肉細胞におけるグルコース取込み活性化剤，筋肉
細胞における GLUT4 トランスロケーション活
性化剤，GLUT4 トランスロケーション抑制剤，
糖尿病合併症予防剤，並びにこれらを含む飲食
物（株式会社伊藤園），発明者：坂根巌，沢村信
一，芦田均，別所宏昭，久保麻友子，吉田健一，
福田伊津子，特願2005-147552，特開2006-1929 

栄養強化納豆（北興化学）, 発明者: 吉田健一, 山口

将憲. 特願2005-295033 
ピニトール高含有納豆の製造方法及びピニトール分

解活性欠損納豆菌、出願人：北興化学工業株式
会社、神戸大学、発明者：吉田健一、山口将憲、
特願2005-205033、特開2007-97536 

血糖値低下剤、発明者：芦田均、吉田健一、Yap Angeline、
山口将憲、特願2006-178538 

ナリンゲニン誘導体，それを含有するグルコース取
込み促進剤及び血糖値上昇抑制剤（株式会社伊
藤園，国立大学法人神戸大学），発明者：芦田均，
吉田健一，福田伊津子，坂根巌，特願2006-188931 

D-(3,5/4)-トリハイドロキシシクロヘキサン-1,2-ジオ
ンハイドロラーゼ、5-デオキシ-D-グルクロン酸
及びその製造方法、並びに5-デオキシ-D-グルク
ロン酸由来のγ－ラクトンの製造方法、出願
人：北興化学工業株式会社、発明者：吉田健一、
山口将憲、特願2006-62466、特開2007-2362643  

5-デオキシ-D-グルクロン酸の製造方法（北興化学工
業株式会社，吉田健一[個人帰属]），発明者：吉
田健一，山口将憲，特願2006-062466 

血糖低下剤、出願人：北興化学工業株式会社、神戸
大学、発明者：吉田健一、芦田均、ヤップ エ
ンジェリン、山口将憲、特願2007－160478 
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糖鎖機能化学分野 
糖鎖機能化学研究分野では、以下の研究を主に行っています。

（１）我々が日常摂取している食品中には人の恒常性を高める高分子多糖が含まれており、 近、免疫応答系

細胞賦活物質として注目されている。これらの多糖をマクロファージに処理した際、Toll-like receptor(TLR) 4を
介して転写因子である NF-kappaB が活性化され、 終的に腫瘍壊死因子(TNF)-alpha 及び一酸化窒素(NO)が産

生されることを、これまでに、明らかにしてきた。しかしながら高分子である免疫賦活多糖が、腸管から吸収

されることは、その分子量からして考えにくい。一方、免疫応答については、小腸粘膜の直下に存在するパイ

エル板を代表とする腸管免疫が外来異物に対する初期応答には重要であり、そこからの情報伝達によってリン

パ球やマクロファージの活性化が起こり、生態防御機構が発動されている。そこで、いかにしてキノコや海草

由来の多糖体が、免疫担当細胞を賦活化するのかを解明するため、腸管免疫のモデル系を用いて、研究を行っ

ている。

（２）炎症性腸疾患(Inflammatory bowel disease: IBD)である潰瘍性大腸炎(Ulcerative colitis: UC)やクローン病

(Crohn’s disease: CD)は、難治性で病因がいまだ明らかでなく、厚生労働省の特定医療疾患に登録されており、

基礎や臨床における研究対象として注目されている。IBD 患者の腸管粘膜付近では活性化した免疫担当細胞の

増加が見られることがよく知られている。そこで、炎症状態にある生体内の腸管粘膜を in vitroで再現したモデ

ルを構築するために、グラム陰性菌の細胞壁成分であるリポポリサッカライド処理によって活性化したマクロ

ファージ様培養細胞RAW264.7細胞と小腸上皮培養細胞Caco-2細胞による共培養系を設定した。現在、この炎

症時腸管粘膜モデルを用いて、腸内フローラおよび担子菌由来多糖を中心にその物質が抗炎症作用の有無およ

びその抑制機構について調べている。 
 
 
1．公表学術論文 
著書 
水野雅史、レンチナン、きのこの生理活性と機能、河

岸洋和編、シーエムシー出版、東京、128-134, 2005. 
水野雅史、きのこ類、栄養・食糧学 データハンドブ

ック、日本栄養・食糧学会編、同文書院、260, 2005. 
水野雅史、食品成分の機能、園芸作物保蔵論－収穫後

生理と品質保全－、茶珍和雄ら編、建帛社、48-53, 

2007. 
水野雅史、糖質、機能性食品の事典、荒井綜一ら編、

朝倉書店、57-74，2007. 
水野雅史、アレルギー抑制効果の検証、糖鎖の健康学、

山本英夫編、ライブストーン株式会社、129-152, 
2007. 

 
原著論文 
Kawakami, S., Minato, K, Tokimoto, K, Fujitake, N., and 

Mizuno, M., Changes of lentinan contents and 
glucanase activity in Lentinus edodes （Berk.） Singer 
(Agaricomycetideae) stored under controlled 
atmosphere, Int. J. Med. Mushrooms,  6, 57-62, 2004.  

Fukuda, I., Nishiumi, S., Yabushita, Y., Mukai, R., Kodoi, R., 
Hashizume, K., Mizuno, M., Hatanaka, Y., and Ashida, 
H., A new southwestern chemistry-based ELISA for 
detection of aryl hydrocarbon receptor transformation: 
application to the screening of its receptor agonists and 
antagonists, J. Immunol. Methods 287, 187-201, 2004.  

Minato, K., Kawakami, S., Nomura, K., Tsuchida, H., and 
Mizuno M., An exo β-1, 3-glucanase synthesized de 
novo degrades lentinan during storage of Lentinule 
edodes and diminishes immunomodulating activity of 

the mushroom, Carbohydr. Polym. 56, 279-286, 2004.  
Nakamura, S., Ikegami, A., Mizuno, M., Yagi, F., and 

Nomura, K., The expression profile of lectin differs 
from that of seed storage proteins in Castanea crenata 
trees, Biosci. Biotechnol. Biochem., 68(8), 1698-1705, 
2004. 

Okamoto, T., Kodoi, R., Nonaka, Y., Fukuda, I., Hashimoto, 
T., Kanazawa, K., Mizuno, M., and Ashida, H., 
Lentinan from shiitake mushroom (Lentinus edodes) 
suppresses expression of cytochrome P450 1A 
subfamily in the mouse lever, BioFactors, 21, 407-409, 
2004. 

Mizuno, M., Tada, Y., Uchii, K., Kawakami, S., and 
Mayama, S., Catalase and alternative oxidase 
cooperatively regulate programmed cell death induced 
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by β-glucan elicitor in potato suspension cultures, 
Planta, 220(6), 849-853, 2005. 

Sakamoto, Y., Minato, K., Nagai, M., Mizuno, M and Sato, 
T., Characterization of the Lentinula edodes exg2 gene 
encoding a lentinan-degrading exo-beta-1,3-glucanase, 
Curr. Genet., 48(3), 195-203, 2005. 

Mizuno, M. and Kawakami, S., An immunomodulating 
polysaccharide in Agaricus brasiliensis S. Wasser et al. 
(Agaricomucetideae) activates macrophages through 
Toll-like receptor 4, Int. J. Med. Mushrooms,  8(3), 

223-229, 2006. 
Mizuno, M., Immunomodulatory activities of beta-glucan in 

mushroom, ACS symposium series book, American 
Chemical Society, in press, 2007. 

Morimoto, T., Takagi, M. and Mizuno, M., Oral 
administration of Agaricus brasiliensis S. Wasser et al. 
extract down-regulates serum immunoglobulin E 
levels by enhancing Th1 response. Int. J. Med. 
Mushrooms 2007 (in press). 

 
その他の学術論文等 
 
 
2．学術講演 
Kawakami, S. and Mizuno, M. (2004): Hydrogen peroxide 

is a trigger of TNF-α production in co-culture with 
macrophages and intestinal epithelial cells stimulated 
with lentinan, Oxygen Club of California, 2004, Santa 
Barbara, USA, March 

Sakamoto, Y., Kawakami, S., Kawata, M., Irie, T., Mizuno 
M. and Sato, T. (2004): Lentinan is degraded during 
preservation, XVIth International Congress on the 
Science and Cultivation of Edible and Medicinal 
Fungi, Miami, USA, March 

打井公隆・多田安臣・川上佐知子・水野雅史 (2004): 
β-グルカンエリシターターによって誘導される
細胞死はalternative oxidaseとcatalaseによって制御
される、日本農芸化学会平成１６年度大会(広島)、
平成1６年３月 

坂本裕一・湊 健一郎・川上佐知子・水野雅史・佐
藤利次 (2004):シイタケ exo-グルカナーゼ遺伝子
の単離、日本農芸化学会平成１６年度大会(広島)、
平成1６年３月 

芦田 均・岡本隆志・小土井理恵・柳 由貴子・川上
佐知子・水野雅史シイタケレンチナンによる薬物
代謝酵素発現抑制効果、日本農芸化学会平成１６
年度大会(広島)、平成1６年３月 

水野雅史 (2004):よるマクロファージ活性化機構の解
明、生物工学研究所、平成16年9月 

水野雅史 (2004):キノコ由来多糖の小腸を介した免疫
賦活化機構、JBA・一日神戸大学（東京）、平成
16年9月 

水野雅史・川上佐知子・芦田 均 (2004):レンチナン
による免疫賦活化は小腸上皮細胞を介した過酸
化水素発生をともない起こる、第63回日本癌学
会総会(博多)、平成16年9月 

水野雅史 (2004):キノコ由来多糖によるマクロファー
ジ活性化機構、食品開発展2004(東京)、平成16
年10月 

Mizuno, M. and Kawakami, S. (2004): 
Immunomodulating polysaccharide from Agaricus 
blazei Murrill activates macrophages through Toll-like 
receptor 4, 5th International Conference on Systems 
Biology, Heidelberg, Germany, October 

Mizuno, M. and Kawakami, S. (2005): Polysaccharides 
purified from Agaricus blazei Murrill stimulate 

macrophages through Toll-like receptor 4 and do so 
more strongly through intestinal epithelial cells, Focus 
on Fungal Infections 15, Miami, USA, March 

中尾 太・川上佐知子・水野雅史 (2005):小腸上皮細
胞Caco2細胞とマクロファージ様細胞RAW264.7
細胞との共培養系における免疫賦活機構の解析、
日本農芸化学会平成17年度大会(北海道)、平成
17年3月 

前田由香・川上佐知子・水野雅史 (2005):病原菌感染
時における非光合成器官内での防御応答につい
て、日本農芸化学会平成17年度大会(北海道)、
平成17年3月 

坂本裕一・湊健一郎・川上佐知子・水野雅史・佐藤
利次 (2005):レンチナン分解活性を持つexg2遺伝
子の解析、日本農芸化学会平成17年度大会(北海
道)、平成17年3月 

Kawakami, S., Mizuno, M., Tada, Y. and Mayama, S. 
(2005): Defense mechanism against active oxygen 
species induced by beta-glucan elicitor in potato 
suspension culture, 2nd Asian Conference on Plant 
Pathology, Singapore, June 

Mizuno, M., Kawakami, S. and Chida, Y. (2005): 
Inhibitory effects of extracts from Agaricus 
brasiliensis S. Wasser et al. (Agaricomycetideae) on 
immediate type allergy induced compound 48/80 in 
ICR mice, The Third International Medicianl 
Mushroom Conference, Port Townsend, USA, 
October 

柘植祐公子、水野雅史 (2005):姫マツタケ経口投与に
よる即時性過敏反応の抑制について、平成17年
度（第44回）日本栄養・食糧学会近畿支部大会、
姫路、平成17年10月 

水野雅史 (2005):キノコ由来多糖による小腸細胞を介
した免疫細胞賦活化機構、兵庫バイオテクノロジ
ー研究会、神戸、平成17年10月 

水野雅史 (2005):キノコ由来多糖による免疫細胞活性
化機構と小腸細胞の関わり、平成１７年度第２回
バイオ産業創成研究会、京都、平成17年11月 
(2005) 

Mizuno, M. and Kawakami, S. (2006): Hydrogen peroxide 
is prerequisite for TNF-alpha production from 
macrophages communicated with intestinal epithelial 
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cells stimulated with anti-tumor polysaccharides, XIII 
Biennial Meeting of the Society for Free Radical 
Research International, Davos, Switzerland, August 

Mizuno, M. (2006): Immunomodulatory activities of 
beta-glucan in mushroom, 232nd American Chemical 
Society National Meeting & Exposition, San 
Francisco, September  

森本宜延、高木道浩、水野雅史 (2006):ヒメマツタケ
抽出物によるアトピー性皮膚炎における IgE産生
抑制、第11回日本フードファクター学会、名古
屋、平成18年11月 

水野雅史 (2007):キノコに含まれる抗腫瘍活性多糖、
日本応用糖質科学会近畿支部第２５回支部会、京
都、平成19年1月 

水野雅史 (2007):担子菌由来多糖による小腸上皮細胞
を介したマクロファージ活性化機構、第一回 神
戸総合医療研究会、神戸、平成19年3月 

森本宜延、水野雅史 (2007):ヒメマツタケ抽出物の経
口投与によるNC/Ngaにおけるアレルギーの抑
制、日本農芸化学会平成19年度大会(東京)、平
成19年3月 

田之上大、水野雅史 (2007):RAW264.7及びCaco-2細
胞を用いた in vitroにおける炎症時腸管粘膜モデ

ルの構築、日本食品科学工学会第54回大会(福岡)、
平成19年9月 

Mizuno, M.. (2007): Agaricus brasiliensis possesses the 
ability to stimulate the differentiation of naïve T cells 
into T-helper type1, The Fourth International 
Medicianl Mushroom Conference, Ljubljana, 
Slovenia, September 

水野雅史Mizuno, M. and Kawakami, S. (2007):ベータグ
ルカンと免疫細胞活性化、京都・ウェルネス産業
創出研究会 「健康ビジネスシーズ発掘セミナ
ー」、京都、平成19年10月 

Tokuyama, T., Morimoto, T., Takagi, M. and Mizuno, M. 
(2007): Suppression of immunoglobulin E levels by 
oral administration of sugar-chain product in 
ovalbumin-sensitized BALB/c mice, International 
Conference on Food Factors for Health Promotion, 
Kyoto, Japan, November 

Evaluation of immunomodulating actions of fucoidan in 
Laminaria japonica with a newly established 
co-culture model of Caco-2 and RAW 264.7, 
International Conference on Food Factors for Health 
Promotion, Kyoto, Japan, November 

 
 
3．博士，修士号取得者の氏名および論文題名
中尾 太：Separation and identification of products 

possessing an antitumor activity in Ganoderma 
lucidum antlered form. 

前田 由香：Alternative oxidase and catalase 
cooperatively regulate programmed cell death induced 
by beta-glucan elicitor in potato tuber suspension 

cultures. 
森本 宜延：Oral administration of Agaricus brasiliensis 

S.W. Wasser et al. extract down-regulates serum 
immunoglobulin E levels through regulation of 
Th1/Th2. 

 
 
4．その他学術研究活動 
研究助成金 
2004年 
基盤研究(C)（1）：キノコ由来多糖は小腸上皮細胞を

介して免疫細胞を賦活化する,  2004.4-2006.3 
奨学寄付金（岩出菌学研究所）：姫マツタケに関する

研究 
奨学寄付金（フォルマン科学技術研究所）：免疫賦活

多糖に関する研究 
奨学寄付金（ユメックスバイオテック）：冬虫夏草に

関する研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
2005年 
基盤研究(C)（1）：キノコ由来多糖は小腸上皮細胞を

介して免疫細胞を賦活化する,  2004.4-2006.3 
奨学寄付金（岩出菌学研究所）：姫マツタケに関する

研究 
奨学寄付金（ユメックスバイオテック）：冬虫夏草に

関する研究 
奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す

る研究 
共同研究（岩出菌学研究所）：新規キノコの生理活性

に関する研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
2006年 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代
表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ
び生理活性 

奨学寄付金（NPO免研）：糖鎖に関するする研究 
奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す

る研究 
共同研究（サントリー健康科学研究所）：鹿角霊芝に

関する研究 
共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する

微生物の研究 
受託研究：神戸大学平成18年度教育研究活性化支援

経費：農学系「ヘルスバイオサイエンス」創生 
2007年 
大型競争的資金：生物系産業創出のための異分野融

合研究支援事業（異分野融合型研究開発型）代
表者 金沢和樹 分担：フコイダンの定量およ
び生理活性 
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奨学寄付金（ヒガシマル醤油）：醤油多糖類に関する
する研究 

奨学寄付金（勇心酒造）：ライスパワーエキスに関す
る研究 

共同研究（沢の鶴酒造株式会社）：日本酒に関連する
微生物の研究 

受託研究：平成19年度地域資源活用型研究開発事業
「清酒製造における伝統的製造技術を活かした
機能性印籠の開発」分担：乳酸菌の生理活性 

受託研究：神戸大学平成19年度教育研究活性化支援
経費：食品の機能性・安全性を志向した戦略的
教育研究 

 
学外研究機関との共同研究 
岩手生物工学研究所センター：水野雅史：シイタケ

抗ガン多糖分解酵素遺伝子のクローニングおよ
び発現制御 

 
受賞 
該当無し 

 
学会活動 

 園芸学会企画幹事 
日本農芸化学会関西支部開催校幹事
フード・サイエンス・フォーラム幹事 
日本フードファクター学会評議員 

 
社会活動 
該当無し 
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